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奉者 言言

切花、鉢物、花木などでわれわれが一般に花として観賞するもの lとは、圧倒的に

花序がl多い。チューリップ、シャクヤク、アネモネ、ポピ}などのように、韮の頂

却に一花を着生する単生花の種類は非常に少ない。 日本の大手花持種苗会社 4社 lの

営利栽培家用カタログ(9，16，26，27)をみると、単生花をつける種類は品目と Lてい

ずれのカタログでも 10%以下であり、生産花丹の多くが花序を形成する種類で，ある

ことがわかる。

花序'1こ閲する研究は‘ Linnaeusを中心として 18世記の半ばから盛んになった。

Linnaeusは著書“Phl1osophlabotanic~>> (1751年〉において植物を分類する術語

を初めて用いた。 Linnaeusは、花を単生のもの (si叫 lex)と集合体のもの (ng一

grega.tus) I己分け、桂者の花序は花の咲き方Ct h'e 阻且 n~e~ of flówe~jbg) によっで

I区別し、最終的 lこ花序型を七つ (u圃bella tiis、 CYliIOSUS，aggregatus、 nmentaceous、

00皿 positus~ glu阻osus九 spadiceus)に分類 Lた。 18世相における花序の概念には

Linnaeusの影響が強く現われ、花序は多くの分類学者により、特徴l的な形臨や花房

全体の形状あるいは主軸 (p'rilllary axis) におけ Iる分枝の配 ~IJ 状態をもとに命名さ

れていた。 ζ のような外観量規の分類に対し、 1 8世紀 ρ終わ担から 19世相にか

けて、いくつかの新しい考え方や摘語が示されるようになった。 1798年!と Li'nkは、

花序の分類のなかに、求頂的ならびに求基的という花 l序の開花順序の考え方を取入

れた。 1837年にはlieithが、今日でも分類上の非常に重要な概念になっている、花序

の1m限性と有限性の考え方を示した。 1868年には、 Sachsが曲"のI分岐ノfターンと Lて

111軸分枝型と恒唱"分枝型を示したD さらに 1875年には、 Eichlerが花序を単一花序(

s i皿ple) と抱合花序(c'o皿pound)に分ける考え方を紹介した。 l そして 1879年'1ζ 日l'UY

がEiChlerの考え方を発展させ、今日のものに近い分類型に花序をまl とめた (5的。

花序の研究におげる歴史的な経緯と現拭、すなわち研究の習tli主点を分.折するとい

くつかの問題点が指摘できる。最も大きな問題は、 :fE庫の分類や定義が.:fE序の外観

を盟視し、完全に開花したものを封象に静的に行われてきたことである。花ι序の分

類において花序の形状や外観だげが示されたため、.200年以上におよぶ歴史の中

で、多くの分類学者が栴語の解釈や花序の分類を誤つ lた。そのため、花序の中には

円開花序(pa n i c I e)のように現在では定器が非常にあいまいとなったものがある。

ー



また、小花の分化や開花の順序が考鹿されなかったため、同じ属の植物でありなが

ら異恕る花 6序型lこ舟類されるという矛盾もある。 この点に闘しては、¥'Ieberlin&が花

序の凶頼型学を毘閲する過程で花序措連を醐的にとらえる重要性を指摘している(72，

73)。現在の花序の分類は非常に組事!U己紹l分イじされたものになっているが、花序尭述

を動的!ととらえれば、祖数に分類された花序型を一つに、あるいは一つの花序型を

担散に分類しなおす必要があると思われる。

さらに園芸学的な観点からみる lと、これまでの研究にはキク科のごく一部の種類

を除き (47，48)、花序の環境変異という問題がほとんど考慮されていないことを指摘

できる。同じ品種、あるいは同じ個体であっても、生育環境により花序の形や先述

腫I度が大き〈夜わることは多〈の植物でしばしば観察されるところである。それに

もかかわらず、:{Ii序について種類ごとに記述した己れまでの多くの著書、事典にお

いて、 :(E序は不変であるかのように扱われ、それぞれの花序型に典型的な形が一つ

ずつ示されているだけである。花3干の多くが花序で観賞されておりながら、園芸の

分野で花j亨の構成と知連を扱った研究はきわめて少ない。

わが国の花丹産業は軸入花ヂ1・を含めいよいよ 1兆円時代に突入した。その消到の

動向と bて特徴的な点は、品質がよい花は高くても売れ、品質がわるい花は安くて

も売れないという ζ とである。売れ残る分を補填するため、花の小売価格は諸外国

に比べて非常に高い。今後さらに花を普及させI自由を革大していくためには、良品

を安く安定して供給する方訟を確立する必要がある。良質の花を生産するには、花

すなわJ ち花序の弗述を動的に調べ、花序の構成と環境条件との関係を明らかにする

必要がある。

以上のことから本研究では、多くーの困芸租を含み非常 lζ 重要な花序型である岐散

花序をとりあげ、その梢戚と斑謹について調べた。供試材料としては同じ!技散花障

でありながら花序の形状が著しく異なる、ベゴニア・ l セシパフローレンス、ベゴニ

ア・ルツ:r.)レナ、ポインセチア、 カランコェ、シ旦クコl ンカヌミソウを用いた。材

料Iとより実験の程度に探設があるが、いずれも小花(ポインセチアの場合は杯状花

序)の分化 1・艶述を経時的に調査し、 :{E序の品質!と関わる小花のアポーシ冒ンにつ

いて考察した。その結果から花序罰述の人為的な制闘の可能性について言及し、可

能なものについてはその方訟を検討した。
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本論文をとりまとめるにあたり、京都大学農学部苗平 端教l授にはど校聞とど指

導を賜った。岡山大学農学部小西国謡歌設には、テ}マを与えていただいた上、実

験の謹行かるとりまとめにいたるまで輯切丁寧にど指導いただいた。両先生 lこはJu

より厚く御礼申 lし上げる。

実験の通行にあたっては、岡山大学農学部景山祥弘助教授をは Gめi 花丹園芸学

研究室、作物発育調節学研担室の専攻生晴氏lこ多大のど協力をいただいた。特に、

雌野引目姓個〉千加子氏、若原良基氏、近藤秀租民、伊部 進氏、三宅 浩氏、宮

田弘恵民、掛谷仁志氏、研修に来ておられた広島県立沼南高校速見薩史民、アル tゼ

ンチン研信生高捕ま久氏 lこは多大のど助力をいただいた。また、岡山大学農学部桝

田正治教盟、山本浩一助教控 iこは貴重な文献をいただいた上、散々の有益など助言

を賜った。京都大学の周期であった、岡山大学農学部近藤 直博士、星野 融博士

には、抽l文作成にあたり適切な助言と励ま Lの言葉をいただいた。 さらに、 1 フ R イ

トテクノロジー研究会の詰先生方iとは、セミナーをとおして有益かっ適切など助言

をいたrいた。特に、島根大学農学部出樺 栄助教揖にほ、とりまとめに闘しでど

肋言と励ましのお言葉をいただいた。電子顕融舘写真は京都大学農学部商菜花丹園

芸学研究室において摘影させていただいた。撮影にあたり、位田晴久博士(現宮崎

大学農学部助教授)、土井元章博士(現大阪府立大学農学部講師) 1と輯館など指唱

を闘った。 ことに記して臨謝の意を表する。

最後!と、岡山大学農学部長保康隆氏に心より厚〈御礼を申し上げる。京都犬学の

先離であった同氏には、公私にわたり大変お世話になった。 日頃かけてい lただいた

あたたかい国Jましのお言葉は、何より 'Uの支えと Tょった。同日時期に繭文をまとめ

ることができたのは、苦労lをともにじた仲として、 このよない喜びであl る。
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主再 1 重量 本研揖の方法苦命

花序を含め植物の形態に閲する研究!とは記述的なものが多し形態を数量的に扱

った報告は少ない。形臨的 iと大き〈異なる花序について、倒えば岐散花序としての

盟を越えた類拙点、盟による相週点、あるいは生育現境による花序構成の変動を明

らかにするためには、花序に対して蝕畳的なアプロ}チが必要となるo

本研究では花序の構成を散畳的 lこ解析するための方法論として、花序の柑i宣とそ

の階周性、 および花序発達の規則性と閣の特異性並びに可変性!と着目した。

第 1聞 ~~序の梢遣とその階周性

世散花序は匝軸分枝型の発濯をし、花序南11の頂部に小花を形成すると、 その小花

の二つの茜葉服芽が新たな生長点となって分化・亮避する(第 1-1図)。このような

岐散型の分岐が l次、 2改、 B次ーというように連続して起これば、花序踊Iiならび

に小花散は説何級数的"1と増大してい〈ことになるが、実際には小花のアボーシ日ン

により散改でその措速は停止するととが多い。花序軸は、ニつある笹葉臨芽 (n+1) 

がともに由連すれば 2分肢となり、 どちらか一方がアボートすれば分岐せずに I本

の紐のように先述する。そして両方ともがアボートすると、花序艶述は完全に止ま

る(第 1-2&])。小花のアポーシ E ンは枝分かれした花陣取Iiの分校で必ずじも同時 i己

記己るものではないので、小花のアポーシ F ンが起こるtX散と部位により :{E序の構

成は観雑に変わることになる。雌雄同株のベゴニア額は、"Mt花を数次分化した後、

雌花を形成してその艶述を終える(雌花の茜諜には服芽がない)、 という点で仙の

ものと異なっている。ベゴニア類の場合は雌花の形成だけでなく、雌花のアボーシ

目ンによっても艶述が停止するので、最終的な花序の梢成は仙の岐散花序 lと比べさ

らに誼雑なものとなる。

S i lIJon (54)は、祖雑なシステムの却~11Mを解析する場合において、 システムをい〈つ

かの階周 lと分解することの有用性を述べている。細胞、組職、関官な rのように個

体全体が多くの階層的な νステムから成り立っている植物においては、階周分けは

特に有用と考えられる。岐散布陣は、再帰的パターンの繰り返しであるため、適当

な大きさに階周をとると、い〈つかの相同な部分 lこ分割できる。梢成が担割自で全体

としてとらえにくい花揮をより単純な階周の結合したものと考えれば、艶述過程の

-4-
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第 l-ll&1.岐散型分肢の模式図

ヘ両方の小花が艶述

(蚊散型分岐〉

第 1-2図.高改の分肢において観察される
小花アポーシ R ンの様相

特融的な現卑や生育環境に対する花序構成の融妙な蛮イじがとらえやすくなるものと

思われる。

花序の階周分けについては、植物生臨学などで生長をモデルfじする慨に使われる、

u n it、皿odule、 phyto皿erを術商として用いた(71)。最も大きな階周は観賞の対卑と

なるいわゆる花全体とし、これを花序(i nf lorescence) とした。その花序が単一の

岐散花序ではなし さ ら に 組 数 個 の 岐 散 花序 lと分割できる場合、構成単位である個

々の岐散花序を単位花序 (unit :以後ユニットという)とした。 :{E序をユニット lと

分書tJできる例としては、肢散花序の集合体であるポインセチア、カランコ工、シュ

クコンカスミソウ、あるいは由雄花序〈岐散花序を構成単位とする総拭花序)など

があげられる。最も小さな階 j国は、小花、小花柄、花序取I1、 2故の直葉、二つの誼

誕服芽からなるフィトマー(phytoJler) とLた。モジ旦 -Jレ(回odule) は、ユニッ

トとフィトマーの中間的な階周としてもうけた。具体的な階周分けは各章において

植物どとに行ったが、典型的な倒が釘 5章カランコエにおいて示されている。
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第 2節 花序知連の規則性と種の特異性並びに可変性

多種多撒な肢散:{IT序についてその構成と知連を一つ一つ調べ上げるのは、研究と

して効率的とはいえな"'0小花が尭i主i金中でなんらかの原因によりアボ}トする結

果、開花時の花序の構成は盟や生育時期!とより変動するが、岐1技花序における小花

原基・の舟佑艶連パターンは非常に規則的である。 したがって、花序の発達過程をシ

ステマティックにとらえることにより、岐散花序の構成と艶述そのものを一般論と

して却制的 lこ抽 Uることができるように思われるo

本研究では、花序構成の租 ftll 差異と環境~異を花序艶速の規則性、特異性、可変

性に着目して考察した。すなわち、いずれの岐散花序も illi伝的に岐散花序特有の先

述パターン(規則性)を持っているが、租の形出的・生眼的特性により、あるいは

環境に対応した可変性により、 その尭連パターンが倍正されて現われると考えた。

花序知連の規則性としては、生物物理的な制点 (64 ， 70) から~.r.J 査を行った。 Sh i-

nozak i (59) は、樹木の間侶部分(寓〉と ~I: 同拍部分(幹。枝〉とは力学的、出能的

に一定の間保にあると・L、植物は仮想的な単位パイプからなるとする pipemodel 

theoryを担唱した。花序もまた同棋ではないかと考え、その甜の白書長開花期 lと、花

序曲!Iの直桂(断固割)と花序の新蝉童、分担した小花の最高改数、総小:fE散などと

の聞の関係を調べた。また顕融関諜により、先述する小花とアボートする小花の分

化位置や形1畠にどのような閲揺があるかを調査した。

花序の知連過程における租の特異性としては、花序の先述速度、花序の着生方向、

花時職11の分岐角度、花障のキャノピー(草冠)の形状、 1株当たりの花序故、 1花

序当たりの小花散などを考えた。

:fE序先週の可変性については、規則性の調査で得られた数量的な閲舗が、幸町や

日長、温度、生長調節物質処理などによりどのように、またどの程度まで変化する

かを嗣ベた。その際、最も大きな問題として花序の相対生長 (nIIDlletn)を検討し

た。花序の梢成(かたち)が同じでありながら、 1E序の大きさ(花序曲hの太さ、小

花の大きさ)が異なるという相対生長は、:fE序括述をモデル化して考える場合の最

も重要な現謀であると考えた。 また花障の可変性 l立、 どの程度まで花序の人為的な

制簡lが可能かを芦11;る上で重要である。その植物の可変性を利用し、 1Eff.の銅賞価値

を高める制御方法もあわせて検討した。
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主再 2 主詳 ........:::::.ゴよユ 7 ・・-1:::::ンノでフロ}ーレンス o
才EJ亭のキ持足立と安造主主

ベゴニア・センパフローレンス(~主主旦担 se回 perflorens) はブラジル原産で、ベ

ゴユア類の中の醐根種 lこ属する。原植は、半耐寒性の多年草で、高さが 15~45cm Iと

なり、直立性で分枝は少ない。緑色で光訳のある翠は、やや尖った卵形ないしは丸

みのある卵形で、長さが 5---10cII になる。間小名semperf 101' ensは常に開花するとい

う意味で、その名のとおり四季世き性である (28，52)。

ベゴニアーセンパフローレンスは育種の歴史が古く、近韓極との交配や戻し交雑、

一代交配がなされ、園芸的には現在、センパフローレンス群 (Se皿perflorens)、 グ

ラキリス群 (Gracilis)、ヘテローシス群(一代史配麗)の大きく三つの品種群 lこ

分けられている (28，52)。いずれも改良がかなりすすんで観賞冊値の高い品種が作出

されており、今日では花壇や鉢植えになくてはならない花となっている。

ベゴニァ。センパプロ}レンス拡雌雄同株であり、雄花と雌花からなる花序を葉

眠に形成する(第2-20図)。花序の基本的な発述パターンは恒軸分技型であり、雄

花の茜葉服芽が改の新たな花の原基・となって発達する。直諜は一つの雄花について

2枚ずつある o {!I;次の分岐ではふつうそれらの版芽が両方とも発達し、その部位で

花序取11が二つ!と分岐する。己のような岐散型分岐が観り涯されると、花序は枝分か

れの多い捕に広がったものとなるo レかし分岐改数が高くなると、片方の臨芽がな

んらかの原因 lとより罰週初期の段階でアボート L、花序取hは分岐せず、紐のように

1本のまま艶述するようになるo まれ!と雌花の二つの直葉j間芽が両方とも同時 lとア

ボートし、花!予の先述が部分的!とその吉11吐で停止する場合もある。 そして、最終的

にJJa芽が雌花になると花序の先速は完全に停止する。雌花が形成されなければ、花

序はそのまま先述を続け、組に長いものとなる。最終的な花序の構成は、岐散型分

岐の回散と批fE花が着生する改散によって特徴づけられるが、これらは栽培環境によ

り大きく変動する。

本書Eでは、ベゴニアーセンパフローレンスの花序の構成と発速に閲与する要因を

明らかにしようとした。

第 l師 生長と花序知連の季節度却j

ベゴニア属の花序は、-缶詰 JJ白書iが雄花 lとなるか雌刊になるかにより、花序におけ

ー7-



る小花の性比がra副することから、 これまで植物の性表硯の研究にしばしば用いら

れてきた。 したがって、ベゴニア属の花序の構成が現境条件 lとより変動することに

ついては、すでにいくつかの報告がある (20，39，42，49)。 しかしこれらの報告では、

環境による雄花と雌花の散の変動が主要な研究課題とされていて、花序の構成を決

める、岐散型分岐の回数や雌花が着生する次数、 1花席当たりの小花散などについ

てはほとんどふれられていない。また、ベゴニア類は栄華生長と生殖生長が並行し

てすすむため、花序の構成には調査時の株の大きさ、分技の融、着生している花序

の蝕が車聾すると考えられるが、この点についても詳しい考察は行われていない。

そこで本節では、花序の斑連 lこ闘与する内的・外的要因を明らかにするため、人

為的 lζ 分枝 f~ と無分枝株を作出し、調査時の株の大きさを揃えたうえで、それらの

生長と花序の構成が季節によりどのように変動するかを調査した。

1.材料および方法

1 )栽培方法

実験は 4月から 12丹までの聞に 4回行った。銅葉系の 4柾玉'と緯誕系の‘か

ぎり銅'を、 1 986年 8月 6日(実験 1)、 5月 7日(実験 2)、 7月 B日(実

験 3)、 9月 5日(実験 4)に押し木した。いずれも 3.5号の器腕鉢でしばらく育苗

した接、それぞれ 4月 15日、 7月 19目、 8月 8目、 1 0月7日に 5号の諜焼鉢 lと

鉢替えし、調査を開始した。施肥は、 15N-8P206 -17K2 Q-2MgO-Q. lMnO-O. lB2 03 -6CaD 

-O.lßFe の肥料を水に溶かした摘肥で与えた。 N 成分!として 150ppm の拙J1~を 1 鉢当

り 200coずつ、 7~ 1 0日間隔で与えた。栽培は 12・C以上に加温したハウス内で

行った。実験はすべて I区15鉢で行った。

2 )供試株の作出方法

ベゴニア・センパフロ}レンスのシ品}卜は、いったん花序を形成すると、 それ

より上位師の服芽はすべて花序となる。新たなシュートとなる栄華穿はそれより低

即位 iと形成される (4)。本実験ではこのようなベゴニア・センパフローレンスの生育

特性を利用し、無分枝株と分枝株を作出した。無分枝相Hま、花序を着けたシ』ート

から蝶程iし、 s聞を付けて天押しすることにより得た。分枝株は、最下位の穿が栄

盤芽である枝を型lとし、同じく 3師で天押しすることにより掲た。部分枝株、分技

株とも、実験開始時には目で見える花序をすべて切附した。

。。



3 )生長の解析方法

(以下 P植物体の生長速度を比較する指標としてプラストクロン・インデックス

を補間法により連続変数葉間期 (plastoclll'on)P 1 は、を用いた(12)。Iとする〉

出葉適度や植物の齢あるいは尭述ステージを担~る指標として多〈の

P 1は以下の式により求められる。研究に用いられているは， 36，43)。

イじしたもので、

l0&'6 Ln -!Og，，(基準葉身長)

]Ogo Ln -IOgo Ln+l 
PI =日+

ここでは相対節位nは基準葉身長以上の長さの諜につける番号で、上式において、

L n+ 1く基準葉身n+l番目の~の葉身長で、L n..lはそれぞれhLn、番号とよんだ。

調査開始時の相対節位番号 nは Oとした。すなわち、なお、長重 Lnの間部 iとある。

3…と増加してい〈。2、nは 1、植物が生長するにつれ、

基準挺身長は諜が指数回融的 lと生長している時の長さから避ばなければならない。

の誕身長の対数値を節位ごとにプロットした。‘紅玉'1 5個体のそこで第 2-1図に、

5.0 
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固において誕身長の対数値が直鵠的 lこ度化している剖分が、葉が指数関散的 l己変化

している師聞である。本実験では、植物を{自つけることなく、かつ正確に葉身長が

測定できるように、基準葉身長を印刷とした。調査は 5日間隔で、 30岡田を基準 i己、

Lo、 L n-l-lを測定し、 nを記掃した。

4)花序の解析方法

:t~序 lま副t:æ の開花盛期を基準にサンプリングした。調査項目は、:t~序構成の蛮イじ

がよ〈わかるように、(a)雄花数、 (b)雌花触、 (0)岐散型分肢の回融、 (d)可視的小

花の花序内の最高次数(艶遇改散)、 (e)花序南hの荏径と Lた(第2-2図)0 なお、

:tE序の着生節位 ti相対師位番号と一致する。

2. 結果

1 )実験JUI問中の気卑要因の変動

第2-3図lと実験期間中の日最高気温、 日最低気温、全天日射畳のそれぞれ 10日ご

との平均値と白熱日長を示した。日最高気温は20・から 40・c、日最低気温は 12・か

ら22'Cの聞で推移した占なお、実験開始日から 5月下旬まで、および 10月中旬か

ら実験終了日まではハウスを加温したことにより目最低気温が 12 'Cとなっている。

梅雨が明け始める 7月上旬から調度が急世に上昇し、 7月下旬から日月上旬までの
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問、 日最高、最低気温はそれぞれ40・、 22"Cあたりで変動したo この期間中、 日最

低気温は25・Cを担えることがしばしばあった。日長は亙至を対称に 10.5時間から

15. 8 n寺聞の聞で推移した。実験を行ったハウス内の日射畳は、直接には測定しなか

ったが、ハウスの屋担lこ用いたプラスチックフィルムの光鵠遺過率から全天日射置

の約 85%と推定した。全天日射畳は、梅雨の H寺WI;を除き、夏至を基準にほぼ綿対称

で紐やかに変動した。全天日射畳は栴雨 l己入ると 22.1MJ/d自yから 11.2MJ/dayに急激

に減少し、 その後徐々に上昇して 8月上胡の最高値22.9HJ/dayに述した。

2 )生長の季節変動

‘紅玉'と'かぎり鮒'の結果はほぼ同様であったので、本町では s紅玉'の結

果のみを示した。 I紅玉'、 4かぎり錦'とも広個な温度i自でよく生育した。 P1 

の5日i聞の平均値から計算した出葉速度を第2-4図lこ示した。出誕速度は、株の大き

さや着生していあ花序の散の影響を受けるため、実験ごとにかなり変動したが、相

対的に瓦季で高くなる傾向があった。出諜速度(枚/日〉の実験どとの平均値は、

0.158 (実験 1)、 0.1.97(実験 2)、 0.188(実験 3)、 0.146(実験 4)であった。
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却2-4国1. 出誕辿度の季節変動(図中の細分は器準誤差)

3 )花序岳連の幸即変動

:fE序の構成は宰町 lとより大き〈変動した。可担的小花の花序内の最高次散は、実

験 1ではほぼ一定であったが、実験 2の中位師から掠々に上昇し始め、実験 3の相

対即位 8でピーク (12.4)Iと遇した笹下僻し、実験 4では再び一定となった(第2-

5図)。

岐散型分 i肢の回数は、 四つの実験とも同じようなノ寸ターンで変イじした〔第2-6匝1)0 

いずれも、低即位すなわち株がまだ小さい頃は値が低く、株の生長とともに値が増

え、相対師位 3~4 の花序で植が約 3 となった。

1
4
 

1
 



組小花散すなわち雄花と雌花の合計散は、可視的小花の花序内の最高改散と岐散

型分岐の回散の変砲を反映したパターンで変動した(第2-7図)0 いずれも図には無

分岐掠の結果を示したが、花序構成の変動パターンは分枝株も同時であった。

14r 実臨l 実融2 実験8 実験4
12 

次蝕 1 1 u 

6 
4 
2 。

1234567 1 234 5 6 7 

相対節位番号

第2-5図. 可視的小花の 1E庫内の最高次散の季節変動(図中の線分は楳埠誤差)

実験s 実験4

E1[ 川町 「ff~ll1 川叩1
1234567 1234567 1234567 1 234 567 

相対節位番号

m2-B図.花序の岐散型分岐の回数の幸町変助〔図中の組分は標準誤差〉

35 
30 

総 25
小 20
花 15
散 101-

5 
0 

実験 i 実験2 実験3 実験4

1 23<¥ 5 6 7 

相対即位番号

第2-7図. 花序の総小花散の幸町変動(図中の鵠分は標準棋差)

4)椋の分枝触が生長と花序括連 lこ及ぼす影響

第2-8図!と 1Ht分技株と分枝制:の P1の経時的変化を示した。図において P1の傾き

は出車速度を設している。分校名~の出器速度は、植物体が繁茂するにつれて鵠々に

低下した。 その結果、実験終了時!とは無分枝株と分枝株の IHIIこ約 2誕の蓋がついた。
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株の分枝数は花序の梢成 lこも影響した。無分枝株の花序の方が分技株の花序 iこ比

べ大きく(第 2-9、 2-)0図)、可視的小花の花序内の 最高次数 が高 く(第 2-))図)、

岐散型分岐の回数(第 2-)2図)、総小花数が多かった(第 2-13図)。
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. . ・o 。.. 

5 。。 。
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，-.、 o 0 0 0 0 

ア 4
田)園 2.0・

。 o 0 0 0 

ツ / 
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..-

3 / 。。。 • 1:飛分校株
ス / 。分枝株，-...， 2 / 
PI 1.0・ r=0.87" グ
'-" 

'i' 

。
。 10 20 30 40 50 

。。
5 10 15 20 25 

調査開始後日数(日) 総小花数

第2-8図. 無分枝株と分枝株の P 1 第2-9図. 花序取hの直径と総小花数との
の経時変化 聞の関係

(図中の綿分は楳津誤差 )

第2-10図.分枝株の花序(左)
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無分校抹分技掛
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0 

株の分枝散が可視的小花の花序内の最高次散に及ぼす露出
実験 Bの結果(図中の融分は標準誤差)。

第2-11図.
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。
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株の升技拙が花序の岐散型分岐の回数!と及ぼす影響
実験 3の結果(図中の親分は標準誤差)0 

第2-12園.
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考察3. 

1， ~，ヲイ lトマ'""-， 1ζ よる花序の艶遺モデル

雄 :m ・雌花の散とそれらの着き方;(花序における öa~IJ }で表

そ ζ で、 フィドマ '"""'(71)1とより

花序構成の密化を、

現あるいは考察 bょうとすると非常に煩雑になる。町

花序の尭過をモデル化 Lた(第2-14図〕。
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第2-14図.

基ρ本的ーには t佃のl小花、ベゴ tニア・センパフロ}レンスの花序の!ブィトマーは、

フィトマ}および花 I序軸からなる。2'個lの菅誕眠芽、2枚の直葉、I本の小花柄、

lま直鵠的 IとI 迎桔しながら花序とじて発達しでいくが、環境奈件{どより四つの形態 lと

タイプ 1'~ま、二つある直葉蹄芽が4両方とも発達し、 改め次散の

片方の萄葉臨芽が尭連 L、片方が 7 ポ

喧誕臨芽が両方l ともアボートするものである。

~イじすると考えた。

タイ lプ2は、フィトマ--.，'におるものである。

タイプ 31ま、~トするものである。

雌性のフィトマーで、在誕

花序はふつうタイプ 4の着生 lとより尭述を

l服芽が両方ともアポι トす昌タイプ 3Iとよっても部分的に罰遣を侍止

タイプ 4は、タイブ 1.-v 3~ま雄性のヲィトマ}である。

をもつが服芽は分化 Lないものである o

惇止するl が、

する。

花序はw上lのような四つのフィトマーが迎結したものと考えると、花序の梢成と

多〈のフ Jトマーが直組的 lと{9~'. :t1;J:、

F
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4aa--

由述註 Jらび にそのI変イじが理解しやすくなる。



連結すると、 ?E序は斑連改散の高い、曜に長いものとなる。 タイプ 1のフィトマー

が掛り返して辿結ーすると、花序は枝分かれの多いものとなる。雄花。雌花の散と比

率は、連結するフィトマーの散とタイプによって決まる。

2)花序の構成と覧遣に関与する要因

ベゴニ 7 ・センパフローレンスの花序の構成は、花序の琵連次散と岐散型分岐の

回散によって特融づけられるが、己れらの jfj質は季節とともに大きく変副した。花

序の発達?x散と肢i虫型分肢の囲敢に困与する要因を上把のモデルをつかって考察す

ると以下のようである。

(1)花障の艶遇改蝕

温度、日長、 日射畳の季師変動が生殖生長に影響することは、多〈の拙物で報告

吉れている (5 ， 8 ， 7)。ベゴニア・センパフロ}レンスの場合も、花序の発達~散はこ

れらの環境要因によって影響されると考えられる。

iE J亨の弗述次散を、花序が実慨に分イ包括述した時期と対比させてみると、 4月下

旬から B月中旬まではー)定で(実駐 1)、 B月下旬から徐々に上昇し(実験 2)、

B月下旬をピークとして下降し(実験 3)、 1 0月下旬から 12月中旬まで再び一

定となった(実験 4)。環境要因との関係でみると、このような尭連改散の変動/'¥

ターンは、温度とくに日最低気温の変動パターンとよく一致する。 日長の変動パタ

F ンはかたちはよ〈拙ているが、艶述~散の変動パタ}ンとは位相が大きくずれて

いる。また日射畳については、梅雨の聞の誠少パタ}ンと艶連改散の増加ノfタ}ン

が一致しない。より詳しい実験 lとより碓問、する必要があるが、その変動ノfタ}ンか

ら日最低温度が艶連改拙の外的制御要因と考えられる。高い温度はフィトマーの雄

性化を促進し、艶述を髄げるフィトマーであるタイプ 1、 タイプ 2を迎続的 lと着生

させると考えられる D また、いずれの実験においても、無分枝株と分校株の先述次

触を比較すると、 シンクの競合が少ないと考えられる無分枝株の方が尭連改散が高

かった。この結果から、発速攻散の内的制抑要因と Lて、同化産物量が考えられる。

(2)岐散型分岐の回数

岐散型分岐の回数はタイプ 1のフィトマーの着生拙に等しい。タイプ 1のフィト

マ}が多く着けば着〈ほど花序は分岐の多い、捕に広がったものとなる。 タイプ 1

の散は株の大き‘さや分枝株知分技株によって異なった。実験開始桂まだ拙物が小さ

いとき、あるいは分枝株が掠茂してジ ι}トが自Il¥悶勢になったとき、花序はタイ
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プ lの少ないものとなった。一方、よ〈生長した無分枝隊はタイプ lの多い大きな

花序を着けた。タイプ 1のフィトマー触、すなわち岐散型分岐の回数は、花序ヘ分

間される同佑産物が多いときに多くなると考えられる。ふつう、フィトマーは改散

が高くなるにつれ、 タイプ 1→タイプ 2→タイプ 3と斑佑していく。同化産物が不

Eするとフィトマ}はこの聞で変化すると考えられる。

第 2問要因試験

前簡の実験において、ベゴニア・センパフローレンスの花序の構成が季節により

大きく変動することが示された。花序の艶述改散には温度が、岐散型分岐の回数に

は同拍産物置がおもに閲与していると考えられたが、他の喪固については不明な点

が多い。そこで、季節変動する要因について、 s紅玉'の軒分枝株を用い、 l因子

あるいは 2因子の要因試験を行い、花序先述 lと関与する要因を明確にしようとした。

1.摘誕処理が生長と花序弗謹に及ぼす影響

1 )材料および方法

1 986年 6月21日に押 L木し、 7月5日に 3.5号鉢 1;:鉢上げし、 7月 22日に

5号鉢 lと鉢替えした。描水施肥などの栽培管理は捕 I節に準じて行った。 7月28日

lと摘諜処理を行い、調査を開始した。処理区は、無処理区、基準葉身長 30u以上の

諜を 2枚つけた区、 4牧つけた区、 6技つけた区、および実験期間中目で見える花

序をすべて切除し続ける無花序区の 5区とした。なお、摘葉区はつねに定めた話教

に維持するため、新誕が 30回目に述した時、順次最下位の誕を切除した。実験は l区

1 5個体で行った。

2 )結果および考案

摘草処理および花序の切除処理は出葉速度に大きく影響した(第 2-[5¥ 2-16図)0 

知処理区 lと比べ、-出葉速度が 6葉区は速くなり、 4葉区は周じになった。成諜を切

除したにもかかわらずこのような結果になったのは、政された上位のより若い成誕

の光合成括性が高まったためではないかと考えられる (21)0 2誕区はf!1t処理区 iこ比

べ有意に出m速度が低下した。 55日!mの処理では約 i誕の差となった。ベゴニア

・センパフローレンスの生長には誕が最低 4枚は必要で、 2枚では栄盤生長に影響

がでると考えられる。一方、 シンクである花序を切除した知花序区は、 1!lt処理区に

比べて出諜速度が迎まった。無処理区の出葉速度は植物件の生長とともに徐々に坦

山 17-



くなって行〈が、無花序区の出諜jill庄はほぼ一定の速さで推移した。その結果、処

理開始 40日後には餌花序区と拙処理区の問に 2.5;nsの韮がついた。

描~処理は岐散型分岐の回数!と彫聾した。読された誕の枚数が少なくなるほど、

技散型分岐の回数は誠少した(第2-17図)。本実験の結果から、同組産物置が岐散

担分岐の回敢に影響することが確認された。雌1~ 散も残された誕の枚数が少なくな

るほど誠少した.(車 2-18図)。本実験は瓦の高温期に行われたため、花序の尭述次

散が非常 iζ 高〈、かつ総小花散が多くなった。そのため、個体のばらつきや捌定誤

差が大きくなり、摘葉処理が尭連改散と総小花散に及ぼす雌密な Ee.出は明らかにす

ることができなかった。
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部2-15困.摘草処理および花序の切除処理が出諜速度 lこ及ぼす影鰐
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第2-16図. 摘誕処理および花序の切除処理が拙物体の生長と花序の発述!こ及ぼす
影響 左から順に無花序区、無処理区、 6~ 区、 4 葉区、 2 葉区。
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無処理区 6誕区 4葉区 2葉区
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。
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相対節位番号
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第2-17図. 摘諜処理が花序の岐散型分岐の回数 iこ及ぼす彫鰹(図中の線分は標準誤
差)

3 45 6  3456  
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第2-18図. 摘梨処理が花序の雌花散に及ぼす影響(図r.llの線分は標準誤差)
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2. 描光拠理が生長と花序発達 lこ及 1;:<'す影響

1 )材料および方法

1 9 86年6月21自に押し木し、 7月5日に 3.5号鉢に鉢上げし、 7月2:3日に

5号鉢に鉢替えした。誼水施肥などの栽培管理は第 1聞!と準じて行った。 7月24日

から掠光処理を行い、 5 日設の 7~29 日から調査を聞拍した。処理区は、知処理

区、越先率 51%の黒色寒冷紗 l故区、 2枚区、 3枚区、 4枚区の 5区と Lた。減光

処理は、嘩冷紗を処理区の枚散だけ重ねて、処理個体の上方を盟うととにより行っ

た。実験は 1区 15個体で行った。
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2 )結果および考案

出葉速度は、怨冷紗 1枚区では蜘処理区と有意な差は認められなかった。しかし、

怨冷紗 2枚以上の区では、出 禁速度は無処理区 lこ比べて有意に遅れ、 3 5日間の処

理では誕数 lこして約 1枚の差がでた(第2-19、 2-20図〉。

花序の栴成については、寒冷紗の枚数が増えるにつれ、岐-i技型分岐の回数ならび

に総小花散が減る傾向 lとあったが、それほど強い影響は認められなかった(第2-21、

2-22図)。可視的小花の花序内の最高次数と雌花散には有意な差は認められなかっ

た。結果的に、本実験のような処理方法では、反射光や側方からの光により、それ

ほど大きく日射畳が減少しなかったと考えられる。出禁速度と花序構成の変化を比

較すると、減光処理の影響は出築速度の方に相対的に強く現れた。ベゴニア・セン

パフロ}レンスの場合、同化産物が不足すると、生殖生長より栄養生長の方が強く

抑制されるのではないかと考えられる。

m 2-20図.減光処砲が植物体の生長と花序の発述 lこ及ぼす影鰐

左から l聞に無処理区、怨冷紗 1枚区、 2枚区、 3枚区、 4枚区。
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第2-21図. 誠光処理が花序の故i技型分肢の回数 lこ及ぼす臨時(図中の綿分は標準誤
差)
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第2-22図.減光処理が花序の総小花散に及ぼす影響(国中の綿分は標準誤差)

3. 温度・日長処理が生長と花序斑速に及ぼす臨暫

1 )材料および方法

温度と日長についてはそれらの交互作用も含めて棋討するため、 2因子の実験と

した。 1986年 10月4日に押し木し、 1 OsJ 31日!と 3.5号鉢に鉢上げし、 1 1 

月 15日に 5号鉢に鉢替えした。郡水施肥などの耕培管理は閉 1即 lこ準じて行った。

処理区は、温度について日最低気温を 25 'Cとする区と 18 'Cとする区の 2区、

日長について 14時間区、 8時間区の 2区で、組み合わせて日|・ 4区とした。なお、

昼温が30・Cを超えたときは、臨気扇!とより換気を行った。 8時間の日長処理は、 16

:30から 8:30までの問(1 6 11寺[ln)、 シルパーポリエチレンで遮光することにより行

った。 14時間の日長処盟は、 8時rm区と日射畳に大差が生じないように 8)時間区

と同棟 lとシルバーポリエチレンで越光を行い、遮光した室内で 16:30から2Z:30まで

20Wの蛍光灯で捕光することにより行った。処理は 11月 18日!と開始し、調査は処

理の影響が現れ始める 11月 29 1=1から行った。実験は l区 9個体で行った。
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2. 結果および考案

出諜速度 lこは日長の影響は招められなかったが、草丈は 14時間日長区の方が高

くなる傾向があった。温度については、 日最低温度 25'C区の方が 18・C区に比べ

て出誕速度がi昆かった。昼祖はすべての区で同じであったことから、 2 5・C区で出

3躍が埋れたのは、高夜温による同化産物の消耗が 18・C区iと比べて惜しかったので

はないかと考えられる。なお、出謀速度に対する温度と白星の交互作用は認められ

なかった(第 2-23図)。
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高温の温度については、花序の梢成に対しでも日長の彰器 1士認められなかった。

総小花散もその結果、25・C区で花序の艶連改散が著しく高まった(第 2-24図〉。

1E序の構成と形態は夏季に形成されるものと顕似し有意に増加した(第2-25図〕。

花序の先週改散には温度とくに日最低気温(夜温)が本実験の結果から、ていた。

影響するととが確認された。
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4. 生長調節物質散布処理が生長と花序発連に及 lます彫響

1 )材料および方法

188 6年 8月28日に押し木し、 9月 18日に 3.5号鉢に鉢上げし、 1 0月6日

に5号鉢に鉢替えした。泊*施肥などの栽培管理は第 l節 iこ単じて行った。

処理区は、 無処理区、 B A 10pp田区、 25pp田区、 1 A A 50pp田区、 GAa50pp阻区の 5

区とした。 IAAは少量のエタノールで、 BAとGAaは少量の lN水酪化ナトリウム

水溶液で溶解し、 pH を塩酪で 6.5~7.5に調整した後、脱塩水で各濃度 lと希釈した。

なお、薬液には展着斉IJとして Tween20を0.1%(v/v)加えた。散布は、 1 0日間隔で、

薬液が葉から滴り落ちる程度 lこ行った。 10月 11日に第 1回の散布を行い、調査

を開始した。実験は 1区 12個体で行った。

2)結果および考察

生長調節物質は P1 !とはまったく影響しなかったが(データ省附)、草丈には影

響した。草丈は節間イI11長が変化したことにより、 BAでは濃度が高い区で低く、 I 

AA区、 GAa区で高くなった(第 2-26図)。

第2-26図.生長調節物質散布処理が拙物体の生長と花序の発述に及ぼす影鰐
左から聞に GA a50pp同区、 1 AA50pPOl区、 B A25pp四区、 B A 10ppn区、 1r日処理区。
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(第2目で見える小花の最高次触が若干高くなりB A 25pp阻区で、花序の梢成は、

個件数聡小花散(第 2-29図)がi甘えた。岐散型分岐の回数(第ト28図)、-27図)、

BA25pp四区には亙季にみられたような著しく知連改散の高い花序は少なかったが、

ベゴニ 7 ・センパフローレンスの花序の罪謹 lと本実駐の結果から、が詔められた。

G Aa!とより小花柄がイ[11びる師向があったトカイニンの関与が示唆される。内生サイ

IAAも花序構成に有意な影響は及ぼ花序の構成 iこは顕著な~イじはなかった。が、

(第2-30図)。さなかった
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第2-30図. 生長調節物質散布処理が花序の梢成 lこ及ぼす彫笹
左から順 lと無処理区、 BAIOpPII区、 B A25pPb区、 1 A A50pp皿区、 G A350ppm区。

第 3節形態観 察

ベゴニア・センパフローレンスの雄花は、在葉を 2枚ずつもつことから、脳芽も

二つずつ分化する能力をもっと考えられるが、 3~4 次以上の高次では、阪芽は片

方しか知連しない。これは、前節までの実験で、同化産物の競合により、片方の舷

芽が先述初 JUIの段階でアボートするためと推察した。本節では、外部形態と内部形

態の顕微観察 lとより、直誕版芽のアボーシ H ンの様相を明らかにしようとした。

1.材料および方法

s紅玉'の木和拙えの親株を用いた。 目で見える小花の次数を基準 lこ、 さまざま

な発述段階の花序をサンプリングし、 FAAlとより固定した。外部形態はそのまま

実体顕微鏡 iとより検鏡した。内部形態は、常法によりパラフィン切片を作成し、へ

マトキシリンで弛色したのち検鋭した。

2. 結果

1 )外部形態

第2-31図に、 2次回から片方の甚業服芽(小花原基)がアボートした花序の実体

顕微鏡写真を示した。 2次以降の小花原基は花序取hのや11長方向(紙而手前 @J) Iこ対

してジグザグ状 lこ配列し、花序 lま互散型分岐で発達していた。
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2 )内部形態

第2-32図に、 3次の雄花とその直葉服芽(4次小花の原基)の分化・発注様相を

示した。 3次雄花の左側の暫mではその服芽が 4次の小花原基となって発述してい

るが、右側の笹諜 iこは服芽が分化した痕跡は認められなかった。

第2-31図. 2次回から片方の直誕脳穿がアボートした花序の 実体顕微 鈎写 真

第2-32図. 3次の雄花とその砲謎 JI政芽(4次小花の原基)の分化・発述様相
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S. 考察

外部形加と内部形1昌の観察結果から、ベゴニア・センパフローレンスの場合、花

序が互散型分岐となるのは、直誕』匝穿が艶謹越中でアボートするためではなく、直

葉眼芽が最初から分化しないためであることが明らかとなった。他の岐散 ~EF事では

2放の甚諜に封して常に二つずつ臨茅が分イじする己とから、ベゴニア e センパフロ

ーレンスは彊として例外的であるといえるo 直誕服芽が最初から分化しないという

性質は、ベゴニアが雌雄同株であり、小花の性が花序の発述通中で雄花から雌花に

転捜するという花序の発連特性に由来するのではないかと考えられる。ベゴニアの

雌花は雄花と同棋に直Z躍をもつが、眠芽は分化しない。このような服芽を分化しな

い性質が、花障が先述とともに雄性から雌性へと転換してい〈過程で雄花 iとも現れ

るのではないかと考えられる。

第 4師 ベゴニア・センパフローレンス花序の構成と尭連特性(要約)

ベゴニア・センパフローレンスの花序の基本的な艶連パタ}ンは恒前Ii分枝型で、

雄花の苦Z語版芽が改の改散の雄花あるいは雌花の原基となって尭述する。苦難は一

つの雄花について 2枚ずつあるが、それらの臨芽 i立雄花の改散や栽培条件によって、

両方とも発達したり(岐散型分岐〉、片方しか斑遣しなかったり(互散型分岐〉、

あるいは両方とも先述しなかったりする(花序罰述停止)0 また花序の艶連改散も

栽培長件 iとより大きく変動する。

以上のことから、最終的な花序の拙成は岐散型分岐の回数と花序の尭述改拙によ

って特徴づけられるが、 ~E序の組事It な知連様相をより分かりやすくするため、本実

駐においてアィトマーによる尭述モデルを考案した。

フィトマーは雄性のフィトマーと雌性のフィトマー(タイプ 4) 1と分けられ(第

2-1~ 図)、 さらに雄性のフィトマーは服芽が両方とも艶述するもの(タイプ 1)、

片方しか艶述しないもの(タイプ 2)、両方とも売述しないもの(タイプ s)に分

けられる。 フィトマーの連結が花序の尭述であるとみなすと、ベゴニア・センパフ

ロ」レンスの花序の尭述特性は以下のようにまとめられる。

1. 岐散型分岐の回数

同化産物の競合が起とりやすい分技拙と韻合の起乙りにくい 1nt分校株を対比した

実験、および摘諜処理と誠光処理の実験!とおいて、同化産物が不足すると、フィト
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マ}はタイプ l →タイプ 2 →タイプ 3 へと変化した。~~序の蚊散型分岐の回数は、

服芽が両方とも艶述するタイプ 1の辿結した個数に等しいが、この個数は同化産物

の盟によって変動した。花序に分配される同化産物が多いと、タイプ lの散が多〈

なり、:{~序は枝分かれの多い、横 lと広がったものになった。

2. 花序の発連改散

花序の知連次散は、 プィトマーが蹴 lこ連結した個散に等 Lい。花序の艶遣は、雄

性のタイプ 8で停止することはまれで、ほとんど場合、雌性のタイプ 4の着生 lとよ

り停止する。花序はフィトマーが雌性のタイプ 4にならず、雄性のタイプ 1、 タイ

プ2になるかぎり艶述を続けるが、 このフィトマーの性表現には温度、特に夜温が

強〈影響していた。高温 lとより、フィトマーは雄性枯し、花序の発達次数が高 4な

った。また同枯産物置も温度に比べると明いが、 フィトマ}を雄性化する師向があ

った。

なお、日長は花序の構成 lこ影出せず、 日射置は相対的に同化産物を多くするとい

う点で間接的に花序の梢成に影響した。
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貫主c3 主量ベゴニア.-/'レツ 2 品ノレヲーの l 才EJ亨の市韓
mzと要旨主主主主Z:-sにその掃H種目

ベプユアールツ ι‘ルナ 0.主主主旦上旦×よ且旦主工旦旦 hort.)は融相性木立極のヶーン・ lタ

イJ プ(，C，ane ~}'p e)に属する'0 茎はタケのように細 l長 t、 i直I立して強剛である。需は

左右l不同のエンゼルウィング型Iでミ l 長さ 25.•. >3，Oc園、幅 12.....15c皿の大きさ iとなる〈第

3""5図)。暗絹色の地に灰色の斑点が入り組葉I植物としても観賞価値が高い。I 四季暁

き性で、温度が適当であれば年中開花する。花l序 iま雄花と雌花からなる岐散'花{序で

あるが九花散が非常 lと多〈、雌花の満開時には巨R大な花房と怒る (2'8，.52)。ベゴニア

は，$くのI盟好家やプリ}ダーにより年々い:ろいろな品種が作出l されているが、ベゴ

ニア・ルツェルナはその片親として lよく用いられでいる。わが国へは'f9:60年頃に噂l

入されたが、現在では鉢物と Lで営利生産されている。

ベゴニア・ルツェルナの花序 lま、初めに雄花だげの岐散型分肢を 4--'6回輯り返

した桂、雌花を着生して発連を停止する。雄花は開花後kだちに j出"落守るので、花

として観賞するのはおもに国状 lζ垂れ下 Iがり、寿命の長い雌花である。花序Iは股散

型分肢の回散が多〈なるほど、雌花の触が多くなり、豪華で観賞価値の高いものl と

なる。

本主主では、ベゴニア・ルツェ JレI ナの花序の先述特性を明らかにするとともに、 B 

A散布による先連の制御を試みた。

第 1節形館観察

ベゴニア・ Jレツ zルナほ、肢散型分肢が非常に安定している。他のl岐散花序では、

二つある茜誕服芽の片方がアボートしやすく、岐散型分岐による花序取11の枝分かれ

は低次で停止して互散型!となる。例え lばポインセテアでは 1"'::'2回の岐散型分岐し

か起とらずーその哉は互散型分肢となる。このように同じ蚊散布序でありながら、「

片方の誼諜服芽がアボート Lや す い 理 と しに("，盟がある。直耳E服芽が分化し小花

1<::括通していく過程で、両者の聞になんらかの形眼的な蓋ι異ーがあるのではないかと

考えられる。本節では、岐散型分岐が安定していて萄葉服芽がアボートしないベゴ

ζ ア・ルツェルナについて花序の先述過程を顕微観察した。直葉臓芽がアポ}トし

やすいポインセチアについてはl第 4寧で説明する。

またベゴニア類では、両性具有の奇形花を生じたりし雌花が誼誕l臨芽をもちさら

i
 

n
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に新 1こな雌花を分刊じするなど異常な艶連が多い0 ，そこで、小花町の性がどのーステー設

で決まるのかを明らかにするため、小花原基の発達過程も経時的に昭課した。

L司材料および方法

ベゴニ 7・1レツ;r;，)レナを 1984，年 4fJI0日，1こ押し木t，.， 5月 2'Bに36'OD><:60 

c回×探さ 12cmの木箱に定植レた。必要;1こ応;:~て液肥を与え、その、ま I ま 1 年生 I棋と;G

て栽培した。冬季Fは 12"C以よ!と加温じたハウス内で栽培し、 1'.98，5年の 5:月か

ら6月Ii::，かけて分抱した花序lを観察材料としで用いた。可

花序lま、 J各(:i{散の小花が:肉眼で見、九'るス7テージl を目安と Lで、 さまざまな艶v連程

度のものI をサ lンプリi ンJjI;...j;:。サンプルは、走査l型電子顕撒舗により鵠‘鏑するたm め、

FAA'で=固定Lた後、エタノー Jレで常法lによりp脱水し九酢酸イソアミルに置換、臨

界点乾揖を行った。なお、 コーテ l ィン Lグは金パ号ジウムで行りたo'

2.ピ;結果および考察

L)小花の琵連ステージ"

棋錨 tの結;果、ベLゴ.-，ア'.ルlツl 品 Jレナの小:jE:の発建 Jステ_.ジを以下 lの5段階 i己分白け

， 

た.(第G片1図).。
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(1)ステージ l…小花原基が分化する(第3-2図-a)。

(2)ステージ 2…直葉原基が分化する(第3-2図ーb)。

(3)ステージ 3…小花に性の分化が起こる。

雄花 2枚の外花被片が形成され、その両側の下に次の次散の小花原基が分化す

る(第3-2図ーc)。

~t 花 5 枚の花披片の原基が分化する(第 3-2図 -d) 。

(4)ステージ 4

雄花:外花被片の内側に 2枚の内花被片が分化する。次の次数の小花原基はステ

ージ 2~3 の段階(第 3-2図 -e) 。

雌花:子房が発述する(第 3-2図ーf)。

(5)ステージ 5

雄花:雄ずいが形成される。次の次数の小花原基はステージ 3~4 の段階(第

3-2図-g)。

雌花:雌ずいが形成-される(第3-2図ーh)。

第3-2図 -8. 小花の発述ステージ 1

-33-



第3-2図ーb. 小花の発述ステージ 2

第3-2図ーC. 雌花の発述ステ ージ 3
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第3-2図-d. 雌花の発述ステ}ジ 3

第3-2図-e. 雄花の発述ステ ージ 4

-35-



第3-2図ーf. 雌花の発述ステージ 4

第3-2図-g. 雄花の発述ステージ 5
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第3-2図-h. 雌花の発迷ステージ 5

小花は、ステージ 3において、生長点(萄諜臓芽)が 2枚の外花破片となり次の

次数の小花となる直誕版芽を分化すれば雄花に、生長点が 5枚の花披片となれば 1m

花になる。 このステージにおいて、生理的な撹乱により異常な分化が起こると、小

花は奇形になると考えられる。前述したように雌花でありながら誼誕服芽が分化し

さらに雌花を形成する倒、雌花の花披片と次の次数の直誕版芽をもちながら雌ずい

を形成する例はかなりの頻度で観察された。

2 )小花原基の分化位躍と花序の先述特性

供試した、ベゴニア・ルツェルナ以外の岐散花序は、すべて発述途中で花序取hが

互散型分岐になる。 これは岐散花序特有の発述パターンで、小花の分化・発述過程

lと原因があると考えられる。すなわち岐散花序では、岐散型分岐により ~I: 1.¥・ 1と狭い

限られた空 1m内で次々と小花原基(直葉版芽)が分化する。 したがって、小花問 lこ

は分化空間!の鋭合が予想され、飯合の程度が強いと弱勢な方の小花原基がアボート

し、互散型分岐になると考えられる。原*nnの空間反発の典型的な例として、第 4

考tにおいてポインセテアの杯状花序(芭誕服芽)の分化・売述過程を観察した(第

町

t
の
d



4-7図〉。

本実駐では岐散型分岐が安定している特異的な例として、ベゴニア・ルツェルナ

の小花の分化・発述過程を観察した。第 3-3図 lこ3次の小花の分化慌相を示した。互

散型分岐になりやすいポインセチアでは原基1mの距蹴が短く、相対的 lと分化空間が

狭いのに対し、ベゴニア・ルツェルナでは 2次前の原基との距離が長く、小花原基

の分化空聞にかなりの余裕があるのが観察された。ポインセチアでは 4次になると

二つある原基の|聞にかなりの発育差が認められたが(第 4-7図)、ベゴニア・ルツェ

ルナでは 4次の小花原基もほぼ対等の大きさで発述していた(第 3-4図)。ベゴニア

・ルツェルナの岐倣型分肢が安定している一つの理由として、以上のような小花原

基の分化位躍が考えられる。

第3-3図. 3次小花の分化・発述椴相

1次 の小花(1F)と 2次 (2F)および 3次(3F)の小花の!日lに
広い空 1mがある。

-38-



第 3-4図. 4次小花(4F)の分化・発述様相

第 2節 税;の大 ・きさと減光処理が花序発述 lこ及ぼす彫響

同じベゴニア腐のセンパフローレンスでは、同化産物が不足する条件下で、雄花

のアボーシ aンが低次で起こり、かつ花序の発述次数(雌花の着生次数)が低下し

た 。すなわち、センパフロ}レンスの場合、花序への同化産物が減ると花序軸の技

分かれの少ない、小花散の少ない花序となった。本節では、株の大きさや減光処理

lとより花序への同化産物置を変えた場合、ベゴニア ・ルツェ Jレナの花序 の 発 述 と構

成がどのように変化するかを調査した。

1.材料および方法

処理区は、 5号鉢無処理区、 5号鉢減光区、 8号鉢区の 3区で、 i区 8個体で調査し

た。

198 8年 3月 29日に押し木し、 4月 30日!と 5号鉢 に鉢上げした。株は無摘心

の l本仕立てで、 1 2'C以上に加掘 したハウスで栽培した。 8号鉢区には、 1 9 8 7 

年に 抑 し 木 し た 1年生株を 2本仕立てにして用いた。施肥は 15N-8P20s-17K20-2MgO

-0. lMnO-O. lB203-6CaO-0.18Feを水に 溶か して必要に応じて与えた。
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減光処理は、遮光率51%の寒冷紗 ぞ.4枚重ねて、 5月 24日から 7月 12日まで

の 50日開l行った。

調 査は 1個体当たり 1花序について行った (8号鉢は 2本仕立てなので 2花序)。

雌花の開花盛期を目安 lこ花序をサンプリングし、花序の着生部位の茎径、花序重、

花序軸基剖lの長径、雌花の最高次数、雌花敬、雌花の体職、雌花の小花柄の長径を

調査した。なお雌花の体積は、71<1と界面活性剤の Tween20を加えて1.000回!、 1.000g

に調整した溶液に、雌花を針で突き刺して枕めた l待の浮力として測定した。浮力 l念、

溶液を入れたビー カ ー を 電 子 天 秤 iと乗せ、雌花を杭:めた l時lこ増えた重さとした。

2. 結果および考察

1 )花序の発述!と及ぼす株の大きさの影響

8号鉢の株は l年生の大株で5号鉢の株 lこ比べ生育がよかった。 着 生した花序は非

常に大きなものとなり、花~の 着生部位の茎径、花序重、花序柄h 長径、雌花の最 高

次数、雌花散は有意に大きかった(第3-[表)。同じ環境条件であっても、株の大 き

さが花序の発述 lこかな・り強く影響すると考えられた。

第3-5図.減光処担!が植物体の生長と花序の発注に及ぼす影響

左 5号鉢無処理区、 右 5号鉢減光区。
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2)花序の尭速に及ぼす詰光処理の影盟

5 0日1M!の臨光処理により掠の生育が著しく抑制された(第3-5図)0 8椋のうち

B株は花j亨を形成しなかった。韮笹は対照区に比ベ有意に細〈なり、形成された花

序は相対的 It小さなものとなった。誠光処理により、雌花の着生改散が有意に低下

し、雌花魁も減少 Lた(第3-}表)0 また、データ lとは示していないが、雌花の体積

が著1，;， '，¥減少した I第3-5図)。しかし、岐散型分岐は雌花が着生するまできわめて

安定しており、花序朝lの互散型分岐は観察されなかった。

第3-1器.誠光処理カt花序の発連lζ 及ぼす影響

処理区 茎荏(皿皿) 花序盤 (g) 花序軸長笹(醐〉 離?~着生次数雌花散

5号鉢無処理区 叩 .71bZ

5号鉢掠光区 9.02c

8号鉢区 11.950. 

34-.5b 

2L.lc 

58.4a 

3.，83t 

2.93c 

4.430. 

z: Dunco.nの多重検定lとより異なる文字聞に出で有意蓋あり唱

3 )雌花の体割分布

7.40. 49.7b 

6.sb ' 30.2b 

8.30. 80.50. 

貫H-6図に平均的な花序における雌花の体積分布を示した。自然な開花状態でも、

雌花の大きさには非常に大きな変異が認められた。雌花 l立、かたちが同じで大きさ

が異なる相対生長(アロメトリ-)をした(第3-7、 3-8図)。

4)器官の大きさの可変性からみた花序の発達特性

5号鉢対 U¥!区を基準に、花序への開花産物を相対的に増やす処理として B号鉢区を、

誠らす処理と Lて蹴光区を設定l-ft。同化産物畳の多少は、花序の尭述改散にも影

響したが、器官、特!と小花の大きさに強く影響した。ベゴニア・ルツェルナは小花

の大きさの可変性が非常に大きく、同化産物が相対的 lζ 不足する状祝下では、個々

の小花を相対的 lこ小さくすると考えられる。前節で述ベた小花原基の分化位聞とと

もに、小花の大きさの可変性が大きいことも、岐散型分岐が高改まで安定する原因

と考えられる(第3-9図)。
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第3-9図.高次まで岐散型分岐が安定しているベゴニア・ルツェルナ花序

(雌花 ß~ 花時)

第 3節 BA散布処理による花序宛述の制 御

ベゴニア・ルツェルナでは岐散型分岐が非常に安定しており、分岐が 1回増える

と雌花の数は 2倍となる。ベゴニア類の花序は、センパフローレンスのように雌花

を分化しなければ発述し続ける可能性をもっている。本町では、鉢物としての品質

向上を目的に、 BAによる花序発述の制御を試みた。

1 .材料および方法

188 5年 8月30日に抑し木した、 6号鉢植えの 1年生株を実験に用いた。 18 

8 6年 4月 28日に 1本仕立てに整枝し、そのときに目で見える花序はすべて切除

した。

BA は、 5月 1日から、 50PPllの濃度(服着斉IJとしてTween20をO.l%v/v含む)で

1 0日おきに散布した。 調 査 は 10個体について行い、 B A Iこより花序の柿成 lこ変

化が起こるかどうかを観察した。

2. 結果および考察

雌花の最高次散が、平均で、1H~処迎の 7.7 に対し、 BAを散布すると 8.41こ高まっ
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た(データ省略)。また、本来なら 2分岐する花序軸が、 3分岐する例が多く観察

された(第 3-10図)。花序軸の 3分岐は、 2枚(1対)の在葉から起こっていた。

このような現象はシュクコンカスミソウにおいてもしばしば観察される。 BA Iとよ

り、直誕版芽の分化が促進されるのではないかと考えられる。 50pp皿の濃度なら奇形

花になるほどの影響はまったく技らなかった。 BAを花序のボリ z ーム増大 lこ利用

できるのではないかと考えられる。

第 3-10図. B A散布処理!とより 3分岐となった花序前11

第 4節 ベゴニア・ルツェルナ花序の発述特性(契約)

ベゴニア・ルツェルナの花序は岐散型分岐が安定している。供試した他の岐散花

序が菅誕服芽のアボーシ a ンにより互散型分岐となりやすいことから、岐散型分岐

が安定していることは租として非常に特徴的であるといえる。極!こより誼誕服芽の

アボーシロンに難易が生じる原因を明らかにするため、花序の発述過程の顕微観察

と減光処班を行ったところ、ベゴニア・ルツェルナについて以下の二つの先述特性

が認められた。
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1. こつある直葉蹴芽が対等に艶述する

片方の若葉臨幸がアポ}トしやすいポイシセチアやカランコエでは、二つの菅葉

蹄芽の問!と発育差が生 Uやすい。これは、昔話服芽がポインセテアでは杯状花序に、

カランコエでは小花lと弗連していく過程で、原;基の分化空聞が挟〈、空間l的な反発

(間合)が起こるためと考えられた。一方、 SEMで観察したと己ろ、ベゴニアー JV'ツ

ェルナではこつある直話服芽が対等 lと艶速していた。ベゴニア@ルツェルナでは小

花原基の分佑空間が広く、原基問の反艶がないように思われた。

2. 小花の大きさの可変性が大きい

花序への同也産物置が誠少するように誠光処理を行っても、岐散型分肢が安定し

て親り返された。小花は、大きさが非常に変わりやすく、同組産物が不足する条件

下で小さくなった。若葉蹄芽のアポ卜で互散型分岐になりやすいカランコエやポ

インセテアは小花あるいは杯状花序の大きさの可変性が小きかった。

以上の特性lとより、ベゴニア・ Jレツェ Jレナでは他の彊 iこ比べ岐散型分岐が安定し

ているのではないかと考えられたD

また、観賞価値を高める目的で茎諜に 50ppmの BAを散布したところ、世jf刊の改散

が高くなり、 また直誕の着生部位で本来むら 2分岐する花陣取liが 3分岐し、出j[花散

が増加した。小刊には奇形は認められず、 :{E序艶連の制御方法として有用と思われ

た。
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主官 4 主主 ポイ V セチア '05，主箆をT平EJEf% 0コキf持厄誌と
芽ã~呈主主てJ>'" ~こそラ CD 詰H 右耳1

ポインセデヂ (Euphorbiapulcherr，j四aWill d. )は、花の少ない冬宰に、クリス

マスの花として人気がある。最近の品盟は低温に比較的強〈、観賞期間も長くなっ

たため、わが国でも鉢物としてかなりの需要がある。主な出荷期は 11月中旬から

1 2月中旬で、計画的な押し木と日長揖作 iとよりいくつかの作型ができている (69)。

ポインセテアは、杯状花序を構成単位とする i技散花序(異型組合花序〉をつけ、

短日条件下で祖蝕の杯状花序と誼諜を形凪する。色鮮やかな直葉は大きな花弁のよ

うに見え、 u 輯葉とのコントラストが美しい(第4寸図)0 したがっで昔話の枚数や大

き古は品質を決めるうえで重要な要素となり、大きな昔話をたくさんつけた良品を

生産するためには、高誕の形成。藷述、すなわち槙合花序の発連を制嗣することが

必要となってくる。

ポインセチアは質的な短日植物であるととから、植物の光周期反応を調べる好適

な材料としてこれまで盛んに研究されてきた (31， 37，38)。短日下で抱合花序が分化、

発遣する撤相は、これまでの研究においても述べられている。 しかし研究の観点が

異なるため、具体的にどのような要因により祖合花序の発過が制御されているI のか

までは明らかにされていない。

本軍では、ポインセチアの祖合花序の発連特性を明らかにするとともに、人為的

な制御の可能性について検討した。

第 l節 禎合:tE序の構成と発達'

実際栽培において良品を生産するためには、花障の艶連を動的に調べ、 どのよう

な盟国!とよって花序の構成が決まるか、 どの程度まJ でよ為的な制御が可能かを明ら

かにしてお〈必要がある o 本町では、押し木時期、仕立て本散、諜蝕(誕面積〉を

変えた株について経時的に花/f，を形鵡観察する.ことにより、ポインセチア花序の構

成と先述の梯相を明らかにしようとした。

1.材料および方法

実験 lとは、主要品種の一つである耀性早生植の 'GutbierV-IOA川'を供試した。

実験は大きく分けて 2回行った。

まず前半の実験として、杯状花障ならびに抱合花序の分化発達過程を明らかにす
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るため、 ミク!ロおよびマクロの形態相察を行った。 1985年 4月 27目、鹿沼土

とピ}トモスを 4: 1の訓合で混合した培土に押し木し、間欠ミスト下で尭掘させ

た。 5 月 27 日に 5号の器焼き鉢!と鉢上げ Pした。 8 月 27 日に完全匝 Dg~ 8 ~ 1 0枚

を臨して摘心し、 しばらく生育させた能 3本仕立てとして 12 'C以上に加盟 Lたハ

ウス内で栽培した。施Ilffit立、 N:p:ド 10:5: 8の液肥を 250倍lこ希釈して 7~1 0日ごと

に与え、描水は適宜行った。 自然開花の時期より早〈開花させるため、 8月20日

から 9時間日長 (8:30-17:30)の短日処理を行った。形態観察の試料として、短日

開始日より 10日おきに茎頂部 6個ずつをサンプリングし、 FAAで固定した。サ

ンプルは、実体顕融舗により杯以花序の括連ステージを調査した哉、エタノー Jレで

常法により j脱水し、酢酸イソアミルに置換、臨界点蛇操を行った説、金パラジウム

のコーティングをして走査型電子顕摺鏡により投錨 Lた。生育が進み杯状花I亨が目

で見える大きさになってからは、発述ステージを肉眼でも観察した。実験は 11月

28日に純 7した。

後半の実験では、植物件のソースメシンク比を変えることにより、花序の勤通が

どのような臨臨を受けるかを調査 Lた。短日処理開始 H寺にお~の大きさを変えるため、

押し木を 19 8 5年 6月 1日、 7月 1日、 8月 1日と時 JUJをずらして 3回行った。

発掘苗 iま、 3.5号の諜焼き鉢で宵苗した哉、それぞれ 7月 13目、 7月27日、 8月

26日!と 5号鉢に鉢替えした。摘'JL'は、押し木後 45日目、すなわち、 7月 15 目、

B月 14日、 9月 14日lζ、完全毘聞誕 7""'9故を践して行った。生育が揃った頃、

1株 3本仕立てに盤技した。なお、 8月 1日押し木の株の半散は摘心せず、これを

無摘心区とした。生育初期は、短日 lζl茜応しないように、 20Wの蛍光燈で午後 1011寺

から午前2 時まで 4 時間電!!~した 1 0月 10日に電 !l日を打ち切り、株を白熱の矩

日下に置いた。 6月 1日押し木の株の半数は、短日開始時にすべての成誕を取り去

り、これを摘誕区とした。各区のソース畳の指標として、短日開始 40日後に、個

体ごとに葉面積を測定した。~面積は、予備実験で得た回帰式から推定した。用い

た田知式は、

個誕の面積 (CJD2)::::0.54 X誕身の長吉 (C皿)X諜身のl問(0皿)ー1.22

であり、相関係散は r，=0.9'86であった。・栽培は前半の実験と同搬に行い、形臨観察

も同じく 1区 6シュートで行った。実験は 1986年 1月31日に終了した。
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結果および考案2. 

1 )祖合花序の梢成

茎頂部 iこ限界日長以下の短日になると、ポインセチアは質的な短日植物であり、

茎 の 上 部 の 各 服 芽主茎の生長が止まり、まずーっの杯状花序が分化する。そして、

(第一つの服芽からそれぞれ単位となる一つの組合花序が形成されるが発速して、

上から順番に祖合花序に番号を付ければ第茎頂部の杯状花序を O番とし、4-1図)。

軸が仮軸分枝的 lと後 iこ述べるように、それぞれの複合花序は、4-2図のようになる。

これからも分かるよ2次・・・と分岐しながらつぎつぎに杯状花序を形成する。l次、

形態的には同等である。それぞれの禎合花序は発述の程度が異なるとはいえ、うに、

高次まで杯状花序を形成しているも第2表は 1月 7日の時点での調査結果であるが、

第4-1図.杯状花
序、直葉および
花序刺1;を梢成単
位とする組合花
序

強勢で槙合花序の発述が進んでいることを示している。のは、

第4-2図. 茎上部 iこ形成
される組合花序の棋式図
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典型的なポインセテアでは上位三つの組合花序が強勢!と発達し、タト聞はあたかも

茎が 8分岐したように見える。 そのためこれまでは、韮頂部の杯状花序と上位三つ

の祖合花序をひとまとめ!にしてポ、インセテすの祖合花序(広裂の花)とみなすのが

一般的であった(第4-'3図)0 Struckmeyer. Beck(62k島田ら (56)は、組合花序の

経時的な先遣を杯状花序の形成された個数で表す場合、こ己でいう O番の杯松花障

を l伏の杯I状花序とし、 2改以降の杯状花序散は 3本の誼合花序 lと形成されたl杯状

花障の合I骨|・として表している。 Struokmeyer.• Beck(62)は、典型的なポインセチアの

杯状花序散は 1改 1冊、 2改3.個、 8次 6個、 4次 12個、，5次 6個としている。

一方島田ら(56)は) 1次より順!と、 I個、， 3個、 B個、 6個、 6佃とし、 4次にお

いてStruck皿eyerc Beck(62)の個散と異なるのは品盟問差であろうと考察しているo

これらの報告では、担合花序の構成は比較的回定したものととらえられている。 し

かし、 4番目の組合花序 (IV)が強勢lと先述し、茎があたかも 4分岐したようにな

る個体が生じることがある。また、上位三つの抱合花序はまったく同等ではなく、

栽培条件によりそれらの尭述パターンは異なることもある(第 4-1表)0 ポイシセチ

アの花序の構成は実際lこはかなり変北lこ富むため、上位の三つをひとまとめにして

ポインセチアの祖合花序とする、世ぅ~のような考え方は合理的とはいえない。花序

の梢戚を厳密 iこt 再現性のあるように表現あるいは記述するためには、各誕 JJ置から

由連する禎合花障を、ポインセチアの祖合花序の単位と.し、その単位を2il，準に花序

の構成や知連を鵠諭するのがよいと考えられる。以下用語を蹄密 1;::使うため、各誕

眠から発挫する組合花序を単位組合花序(ユニット〉と呼び、単に組合花序といえ

ば一般に花として観賞される上位三つの単位組合花序を指すことにする。

2)単位祖合花序の先述

二つの実監を過して経時的 lと形加観察を行った結果、単位抱合花序の艶述におい

て以下のような特徴が問、められた。

(1)原基分他の規則性

単位組合花序が覧挫する過程で、杯状花序、と高揺はいずれの改散においても規則

的に分イじした。棋式図で示ずと第4-4闘のようであるo すなわち、花序前hの頂部に n

次ω杯状花序が形成されると、 2 枚の n 改直~の服芽が括述し、二つの n + 1改の

杯状花序と 4枚の n十 I次の茜躍が分イじした。肉眼で見える杯状花序を基準にする

と、 1 原基は 4次先まで分化しており、この規則性は高改まで続いた。
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第4-3図. ポインセチアの抱合花序(広義の花)

第4-1表. 各誕版から発述する抱合花序に形成された杯状花序数

組合花序
知連次数

2 3 4 

。 1.0 

1.0 2.0 3.0 1.3 

E 1.0 2.0 2.5 1.0 

田 1.0 2.0 2.2 1.3 

N 1. 0 2.0 

V 1. 0 2.0 

VI 1.0 2.0 0.3 

四 1.0 2.0 0.8 

四 1. 0 2.0 1.3 

立 0.8 1.7 1.0 

X 0.5 1.0 1.0 
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第4回 4図.杯状花序と苦誕の分化ノfターン

(2)杯状花序の知連とアボ}シ g ン

単位按合花序 1¥l:恒軸分枝型の尭連をするため、杯状花序の原基が尭連の述中でア

ボートすれば、単位祖合花席の尭連はその部位で停止する。つまり、 n次の花序 ijfill

上で分佑した二つの n+ 1改の原基が両方とも弼述すれば、花序軸 iま2本に分岐し、

片方がアボートすれば花序軸は 1本のみ尭述し、両方ともアポートすれば単位組合

花序の尭述はそこで完全に止まる。上記の規則性で分化した杯状花序の原基位、 l 

次、 2次ではそのまま発達し、 B改(個体!とよっては 4改)以上では片方が規則的

にアボートした。 したがっで単位祖合花序において、花序羽11 は s 改までに 3~4 本

iと分岐し、 その後は分岐しないのでそれぞれの花序軸は 1本の陣のように先週した。

原基のアボートが起こるステ}ジは次散によって異なった。 1J!;eたでは肉l慌で見える

大きさにまで措置してからアボートしたが、高次では尭述の初JijJ段階で痕間を残し

てアポ}トした。

(3)誼誕の知連とアポ}シ日ン

音葉原基d立、ユニットの I改においてのみ両方とも尭連することがあったが、 2 

次以上においては倒外なく片方の茜誕がアボートした。そのアポ}シ aンはアボー

トする杯状花序と同1)s!IJの原基で規l則的 iと起己った。

(4)原基の分イじする位置とアボ}シ宮ンとの閲極

杯状花序と茜誕のアボーシ日ンは、それらの原基の分佑する位聞によって規則的

に起こることが認められた。棋式図で示すと第4-5函のようである。一つの単位組合

花序についてみた場合、 3改の杯状花序原基と 2次の哲諜原基はそれぞれ四つずつ
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分化するが、アボートしたのは常に茎国部の O番の杯状花ff.と反罰する胡IJの原基で

あった。このような原基の分佑位盟の閲揺はその後も続くため、二つ分化した原基

のー方がアボートする場合、常!こ 8改前の原基と反発する側の原基がアポ}トした。

したがって、ポインセチアの平均的な担合花序は捕4-6図のように艶述した。単位植

合花序において、原基の分化は岐散花序型で進むが、実際の発達は杯状花序のアボ

ーシ"~ Iとより亙散花ー序型で進むことになる。

原基の分担する位置によってアポーシ固ンに難易の差が生じるととについては、

二つの原基の分化時の尭育差が原因ではないかと考えられた。第4-7図!と 1改と 2次

(諦4-7図-a)および 2改と B改(第4-7図-b)の原基の分佑時の様相を示した。 1

改原基の棋に 2次の原基が分イじする時には、空間的 lと反発する原基もなく、二つの

原基はほぼ対等に尭述していた(第4-7図-a)。一方、 3改の原基が分担する時には、

第 4-5図で示した位聞に O 番の杯状花序が尭速していた。広い空間をもっ右 ~lll の原基

と反発する左側の原基では、分{包時にして既にかなりの発育差を生じていた(捕4-

7図-b)0 とのような原基の発育差は高次ほど強〈現れ、 己の己主が杯状花序及び喧

誕の位置による規則的なアボーシ日ンにつながると考えられた。

~ 

2 

il'，l離がアボートする原基

指4-5図.原基の分佑する位世と

アポーシ日ンとの関係

③アボートした杯開E序

昂i4-6図.平均的な組合花序の琵述パターン
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第4-7図-a. 1次の杯状花序(1 C) と直誕(1 s) および 2次の杯状花序 (2C) の

分 化・発述椴相 (OCは茎頂部の杯状花序)

第4-7図ーb. 2次の杯状花序と 在梨(2 s) および 3次の杯状花序(3 C) の分化・発述

梯相
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S )祖合花序の艶連主同抱産物毘占の関係

杯状1B庫は、 1本の雄ずいからなる雌花ーっと I本の雄ずいからなる雄花が多数

集まって梢成されている (68)。顕拙踊観察の結果、杯状花吊の分化@発述ステ}ジ

を以下のように 7段階に設定し、後半の実験における各処理区の抱合花序の構成と

発達の梯相を表した。

ステージ 0:栄聾生長(生長点は平坦〉

ステージ 1:生殖生長!と移り、生長点が肥大

ステージ 2:2枚の誼葉原基が分化

ステージ S:総高原基と三つの雄花原誌が分化(雄花形成前 JUJ)

ステージ 4:総菅が完成し、 さらに雄花原基が分化(雄花形成後 ~m ) 

ステージ 5:雌花 l原基が分化

ステージ 6:宙服原器が分化し、杯状花j亨の全ての器官が揃った段階

組合花序の構成と売出は、押し木時期、仕立て本数、および摘葉処理，1とより影響

を受けた。車4-8図はサンプリング日どとの担合花序の知連程度、すな:*主ち祖也合花序

の尭連速度を表 Lている。短日開始日が同じであったにもかかわらず、組合花序の

弗速は、相対的に無摘心区で速く、摘葉区で埋かった。最終的な花序刺lの分岐本散

に影響する、杯状花序の各次散における着生串も叫たような師向!とあり、無摘心区

で高〈、摘葉区で低かった(第 4-2表)0 ただし、 4次については槙合花序が*尭連

であるため値が低いと思われる。

ソース盟の指揮としての葉両闘は、短日開始 40日後で、知摘心区 1943CDl2、 6月

押し木区 l025c01虫、 7月押し木区 826e01昔、 B月押し木区527c m2、摘葉区 393C m2であっ

た(貫i4-2表)。 シンクである拙合花序の散は、主lI摘心区が一つである以外はすべて

三つずつである。 したがって、松のソース/シンク比は己の l闘で小さくなるといえ

るo そして担合花序が琵述する!とつれシシクが大きくなるため、ソース/シンク比

は紐時的に小きくなっていし抱合花序の尭迅速度と杯状花序の着生串(花 j芋iMIの

分岐本数)は、このソース/シンク比をよく反映した結果となった。 このことから、

組合花序の先述を制御する喪因のーっとして同化酷物置が考えられる。単位祖合花

序の尭連過程において、低次では岐 i虫型分岐となり、高次では二つずつ原基が分化

しているにもかかわらずーっがアボ}トして互散型分岐となるのは、単位組合花序

内における同化産物の競合が原因であると思われる。同化産物が多く分配される状
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担下で、単位組合花Jf.は知連が速く、分岐本散が多くなるものと推察される。

なお、 I 株は師し木時期が早いものほどよ〈生育していたが、組合花序の先週ほ 8

月押し木Eで最も進んでいた f第4-8図〕。 これは、本実験で用いた 5;号鉢が、 白河

押しや 7月押しの棋にとっては小さ過ぎたためではないかと考えられるo 実験の後

期には根づまりとなり、地下部の環境がかなり悪砲していた。実際栽培においても、

地上部と地下部の比率を適当に保つことは、観賞価値の高い花を生産する上で重要

であると思われた。
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第4""'2表.押 L木時期、仕立て本散および誕面積が杯状花序の着生率!と及ぼす蕗響

押し木目 仕立て本数 葉両萌(CI!l2)
発達次散

(短日 40日後) r 2 3 4 

B月1日 3 1025 100 100 70 25 
7月1日 3 826 100 100 63 21 
8月1日 3 527 100 100 82 24 
8月1日 1 (保摘心) 1943 100 100 97 43 
6月1日 s 393 (摘葉) 100 87 10 nvZ 

z:未発達.

第 2町 減光処理が祖合:tli序の尭速に及ぼす影響

C/N平を変えて行った前節の実験結果から、ポインセチアの祖合花序の弗述 lと

同化産物盟が関与していることが示唆された。本町では、同組産物置に応じて祖合

花序の尭置がどのように変化するかを明らかにするため、蹴光処理を行った。

1.材料および方法l

'Gutbierト 10AmyJ を 1988年 6月 10日に押し木し、 6月28日に 3.5号鉢

に鉢上げした。 7月 23日に 5号鉢に鉢替えし、そのまま無摘心の l本仕立てで実験

に供試した。施 JI~ は、 15N-8 P206-17K20-2McO-O.1MnO-0.1B20s-6CaO-O.18Feの肥料を

水に溶かし、 Hが300ppm.の濃度で毎週与えた。聞花促進のため、 8月2日から 9月2

3日まで 911寺問日長 (8:30~ 17:30) の短日処理を行った。

減光処理は、組光平51%の黒色寒冷紗を用いて、短日処理を終了した g月23日

から 11月 11日まで 50日間行った。処理区は、事u処理区、寒冷紗 2故区、寒冷

紗 4枚区で、 1区 10個体と Lた。

調査は、花序刺!の分岐した本散と最後まで知連した本数、艶珪した杯状花序の最

高次散、花序制lの直在、在誕の枚散、直Jffi.の而朝、および杯状花序のやF割について

行った。嗣査日は、誠光処理開始 50日後(減光処理終了時)および 65日後とし

た。

2. 結果および考察

1 )祖合花序の斑速に及ぼす蹴光処理の I影響

黒色寒冷紗による蹴光率の実測植は、 2故区が 73.4%、 4枚区が 91.2%であった。

組合花序の罰述は誠光処理により有意な影響を受けた(第4-3表)。花序申hの分岐本

散は、誠光の程度が強くなるにつれ少なくなった。崎光処理回始 50日後(短日開
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始 102日後) では単位組合花序はすでに互散型分岐となっており、 6 5日後にお

いても花序取hの分岐本数 iこ変 化は t.;.かった。 第 1Jl.nで述べたように、 二 つ ある直誕

服芽の両方がアボ ートす ると、 その部位で組合花序の先述は停止する。

た 4枚区では このような現象が多く の個体 で観察された (第 4-9図)。

処理区

熊処理区

2枚区

4枚区

第4-3表. 減光 処 理 が花序の発述 iこ及ぼす影 響

組合花序の分岐本数

50日後 65日後

9.50Z 

8.2a 
7.1b 

9.50 
8.20 
7.1b 

発連分岐本数

65日後

9.50 
8.1b 
6.6c 

花序制li直接(岡田)

盈直立盤
50日後 ・65日後・

7.8a 
7.3b 
6.6c 

8.70 
8.2b 
7.7c 

強 く 減 光 し

l立一一一一 2次
処理区 50日後 65日後 50日後 65日後

直葉面積 Ccm2) 

65日後

無処理区

2枚区

4枚区

5.51a 
4.69b 
4.15c 

5.530 
4.88b 
4.30c 

4.010 
3.60b 
3.16c 

4.36a 
3.87b 
3.30c 

50.0a 
46.10 
37.0b 

993.50 
912.70 
661. 2b 

z : Dunconの多重検定により 異なる文字聞で5%で有意差あり

第 4-9図. 減光処泊!が花序 WJiIの分岐本数 iこ及ぼす影響
左から 1m処迎区、恕 J令紗 2枚区、 4放区。
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により有意 lこ低下した。減光処理による同化産物の減少は、杯状花序のアボーシ a

ンを引き起こすだけでなく、単位組合花序の発述そのものを週らせる、 と考えられ

る。

花序取hの直径もまた滅光の影響を強く受け、怨冷紗の枚数に応じて、 l次分岐、

2次分岐とも有意 に制くなった。

直~の枚数は 4 枚区で有意に少な〈なった。減光により、直誕の色や大きさには

顕著な変化は認められなかった(第 4-10図)。直誕面右足 l立、直誕の枚数を反映した

結果となり、 4枚区でのみ有 意 に減少した。

杯状花序の体積は変異闘の比較的大きい正規分布となった(第 4-111E1)。着生し

た杯状花序の個体数は処理区 nnで異 なったが、杯状花序の体積は、減光処理が強く

なるにつれ相対的に減少する傾向にあった。

第 4-10図. 減光処 1盟が担架の枚数と大きさに及ぼす影響

左から 1!lt処理区、怨冷紗 2枚区、 4故区。
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2 )器官の大きさの可変性からみた組合花序の尭連特性

ポインセチアにおいて同化産物が不足する状田は、祖合花序の尭謹がすすんだ高

改において、あるいは組賞のため室内に搬入された後に起こる。本実験の結果では、

読光処理により同化産物が不足すると、ポインセテアは花序軸を制1¥、杯状花序を

楼小化させた。 また同時 lと、分{じした柘状花序をいくらかアボートさせ、分触した

花序軸も剖分的 lと尭連を停止させた。

i眠られた同拍産物を栄誕生長と生殖生長とにどのような割合で分配するか、 さら

に生殖生長に分配された同化産物を生殖器官の構築にどのように分回、利用するか

は、担保存上の適応戦略であり、極 lとよりさまざまであると考えられる。同化産物

の不足 iこ対する植物の長応 lま、 (a)器官を撞小怖させる、 (b)器官の散を疎らす、 I の

大きくこつに分けられる。(a)、 (b)の対応にはいずれもその亜のもつ器官の大き古

の可変性が関与もてーおり、 その可変性が大きい彊は (a)器官を能小{じさせ、可変性が

小さい酷は(凶器官の散を減らすのではないか E考えられる。本研I究で供試した躍で

は、 tベゴニア o )レツェ'ルナが可変性の大きい(a)タイプ、 カランコエが可変性の小さ

い(b)タイプに分類された。ポインセチアは掠光処理 lζ対して (a)と(b)の両方の反応

をしたが、 I これは器官の大きさの可変性が中担度であるためと考えられるo

第 3町 出荷適!nJについて

人が生活し、ポインセチアを観賞する室内は、ポインセテアにとっては長日条件

である。短日条件で直葉が着色したポインセチアを早JUJに出荷すると、観賞中 lと生

育相の逆転が起とり、ひどいときには誼葉が緑色になって、観賞側植が著しく I低下

する。長日 lこ移しでも生育相の逆転が起こらない短日期間については報告がみられ

ない。本師では、長日下 iと帯したときの花序の先述様相から、ポイ yセチアの出荷

適!mをl珂らかにしようと!じた。

1.材料および方法

能性早生理の 'Gutbier Y-IO Amドを供試した。 19 8 7年 6月 1日!と師 b木し、

B月 30日に 5号鉢に鉢上げした。 7月 15日lζ 摘心し、生育をそろえた後、 8月

6 EIIと1本仕立てとした。

提出では、 5!1.なるjUl問の矩日を与えた後、長日 lと直すととにより、ポインセチア

の組合花序がどのような彰粧を受けるかを調査した。処理区は、短日 401:1区、 5 
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0田区、 6 0日区、 70日区、 8 0日区で、 1区 10鉢とした。短日処理は、 8月

2 4日から、無加盟のピニルハウス内で、 17:30から 8:30 までの問、銅色の埴イじピ

戸ニー)レフィルムで調うとと lとより行.った。長田処理は、 1 2 'c以上に加盟した温室

内で、 22:00から 2:00 まで 4時間の暗JUl中l師をすることにより行った。調査は、 1 

0日おきに、単位組合花序の尭連改散を肉眼レベルで調べるとともに、組合花序全

体の形臨変化、特に直誕の色を観察した。

2. 結果および考察

長田処理の組合花序への影響を評価する指標としてt 単位複合花序の罰連改散を

取り上げた。杯状花序の分化・克也は長日条件下では著しく抑制された。 これは、

短日下で行われていた生殖器官を楠接するための物質生産が、長日の刺撤により、

栄話器官を構築するための物質生産 I~ 切り替わるためと考えられる。 したがって、

組合花序におし月て杯状花ー序が形成される速度は、長田処理のあと短期間であれば、

植物件内の生理状踊を推察する指標になりうる 4 と考えられる。

長田処理による単位祖合花序の艶連改散の変化を第4-12図lζ 示した。長田の影轄

l主、処理直後から先の短日期間が短い区ほど強 4現れた占短日 JUl問の短い 40日区、

50日区では、長田処理開始 10日後から杯状花序の形成される辿度が埋〈なり、

グラフの傾きが大き〈変化した。短日 JUJ聞が日 O日以上の区でも花序兜速に長日の

影盟は認められたが、その変化は非常に紐やかであった。また、臨貨の対車となる

直誕の緑色イじゃ花序取hの{rlr長など、長日による形態変弛も短日 1UI問の短い区ほど早

〈起った。本実験の長日処理は、 1 2・C以上に加祖した温室内で行ったため、季節

の進行で、短日 1Ul聞の長い区ほど相対的 lこ低温j出に長日処理されたことになる。 し

たがって雌密な考察は行えないが、短日 JUJIlnの短い区ほど長日処理により栄笹生長

へ転l挽しやすいものと j提案される。

ポインセチアの観賞JUJ1mを 50日くらいとするなら、本実験の結果から、最低短

日日制は 60目、出荷適期は短日 DfI始後 70日程度と考えられる。単位祖合花序の

指盤改散でいえば、 5次程度である。短日回数が恒ければ、出荷後長日の室内マ生

長相が逆転する可能性があり、長すぎれば形の整った英しい花序を観賞できる 1UJ間

が短〈なる。出荷にあたっては、品躍に合った短日 JUJnnをよく般討する必要がある。
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第4-12図.短日後の長日処理が単位掴合花序の宛連に及ぼす影響

第 4即 開花株の栄費生長への転挽過程の観察

冬季に開花したポインセチア l立、初夏の高温長日で再び栄誕生長に転挽する。質

的な短日植物としてポインセチアの日長反応に閲する研究は多いが、いずれも花成

語唱(t出花)に閲するものである (31. 37，38)。本即では生殖生長から栄聾生長ヘ転

担する過程 lと着目した。長日・高温処理 iこより、組合花序がどのような形臨的変化

を経て栄盤生長ヘ転出するのかを観察した。

1.材料I および方法

前即と同楠に育苗し、 8 0日間の短日を与えた、花序 tX数約日の 'Gutbier' ト 10

hy' を用いた。生育相の逆転に及ぼす日長と温度の影型を考察するため、日長 2区、

温度 2区の組合せ実験とした。 1区は 10鉢とした。長日区は蛍光灯により 22:00か

ら2:00 まで 4時間の 11音j田中断を行い、 短・日区は 11月 12日からの白熱日長とした。

高祖区は 2O'C以上に維持じ、 2 5 'cで故気 Lた。低温区は 12・c以上 lこME持した。

調査は IJIJ報と同捕に行った。
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2. 結果および考察

1 )生殖生長から栄聾生長への転技過程における jfa描夜組

長日高温区は 80日聞の処理 lとより完全に栄控生長 lこ戻った(節 4-13図)。長日

高温により、生育相が転換する過程で観察された jfa脂的変化を前師の結果も含めて

述べると改のようであった。

長日下では、まず花序軸が著しく {rll長した。生殖状1畠では卵形ないしは梢円形で

あった直誕は、細長く撞小化し、*の周縁部から緑色化した。長日下で新たに形成

される苗諜は緑色で、形は曽・泊誕iこ近いものになっていった(第4-14図)。

杯状花序もまた棲小化しながら、盟踊!を欠〈など不完全なものになっていった。

雄花、雌:aも奇形となって完全に形成されないため、杯状花序は早期 lと離脱した(

第ト15図)。短日開始後 80日経った抹では、二つある杯拭花序の一方がアボート

し、花序軸はすでに互散型分 l肢をしていた(第 1節〉。長日高温下では、 このよう

な花序刺lの先端iが再び岐散型分岐をするようになり、この時点で、花序判lの先端で

は普泊誕が形成され始めていた(第 4-16図)。

さらに栄誕生長状臨lこ近づくと、花序柄11の互拙型分岐をした即から、栄誕生長状

j出のシュートが斑生した(却 4-17図〕。
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第4-14図. 長日処理 により生殖生長 から栄養生長ヘ転換 し始めた株の按合花序の撤
相

第4-15図.長日処理により緩小化した杯状花序
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第4-16図. 栄提生長への転換が進み、花序車111の先 y/fil:Z:普通諜が形成され始めた株

(短日 80日後、長日高温処理を 70日IHI行った株)

第4-17図. 長日高温処理により栄強生長に完全に転換した株

(短日 80 日後、長日高温処泊!を 80日間行った株)

-66-



ポインセチアの担合花序は、以上のように、生殖生長と栄義生長が奇形的に混在

した 過渡 的 な過程を経て、完全な栄養生長に転換する。島田・宮崎 (57)は、 7月中

旬から 9月中旬に、 1 0 日~ 1 4日の短日を与えたのち長日処理した株は、ここで

いう O次の杯状花序がアボートして、ただちに栄養生長 に転換したと報告している。

島田・宮崎の結果は本実験 の結果と異なるが、 これは 島 田・宮崎の実験が高温!UIに

行われたこと、および短日 JUI聞が短〈、株の生殖生長の程度が浅かった ためと思わ

れる。本実験 のように完全に生殖生長に転換した株では、過渡的に奇形部官を形成

しながら、栄提生長へ転換する と考えられる。

2 )生殖生長から栄養生長への転換過程における日長と温度 の作用

短日区の株は、 高温区も低温区もほぼ一定の速度で組合花序が先述 した(第4-13

図〉。ポインセテアの組合花序は仮刺|分校 型 の発達をするため、形態上は有限花 序

に分 類される。 しかし花 序 の発達椴相からみると、 短日 下では花序は無 I!N1こ発述す

る可能性をもっていると思われる。高次では、 l枚の直葉と一つの杯状花序が互 i技

型分岐 により非 常 !と 規則的 に形成された(第4-18図)。

節 4-18図.短日 高温条件下 で規則的!こ 発述 し続ける組合 花序

(短日 80日後、 短日高l掘処理を 120日Ifll行った おn

-67-



長田低温区の花序は、外観よは短日{s;温区の花序と変わらない尭述をしたιしか

し、 i 長日低温区の花序の発趨速度は短日低温区のものに比べ徐々に埋くなった{第

4-13図)。

長田高祖区の株 l弘前項にまとめた慌相で生育相が転換した。処理開始時の誼合

花序の知連改散は約 6改で、栄盤生長へ転換した時の改散は約 11次であった。ポ

インセテアは、普通肉眼で見える杯状花序よりさらに 4次先まで原基を分化 Lてい

る。このことから、長日高祖下では、新たに原基を l次分枯しただけで、栄話生長

lと転挫したと考えられる。同 U長田区でも、低温下では処理後 120日経っても担

合花序 lま尭速し続けた(第4-13図)。ポインセチアにおいては、生殖生長と梨控生

長の切り替えは日高によってなされるが、そのil正投過程の生理代zot、すなわち生殖

生長あJ るいは栄誕生長に必要な物質の生産は、温度によって強く制御されていると

j陸軍される。

第 5師 サイトカイニγ 散布処理lによる組合花序の l括連制御

肢散型分岐が掛り返され、杯状花序がアボートしなければ、ポインセチアの祖合

花序は花序取11の分岐本蝕が多く、包誕の放散が多い、高品質のものとなる。 しかし、

実際栽培では、温度、日射盟 (4 4)、株の大きさ、抽 JJ~ 置などさまざまな要因により、

低改から杯状花序のアポートが起こってしまう。本町では、花や花序のアボーショ

ン抑制に効果があるとされるサイトカイニン (13，33，67)を用いて、相合花序の先謹

II~J 御を試みた。

.1.材料および方法

(Gutbiel'ト10AIDY' を 1986年 8月 I日に押し木し、 8月23日!と 3. 5号鉢に

鉢上げした。 10月 1日iこ5号鉢 lヒ鉢替えし、その後側芽をすべて取り去り I本仕立

てで栽培した。施肥は、 15N..，8P20s-17K20..，2MgO-O.IMnO【 O.lB203-6CaO-O.18F自の肥料

をNが 150pp田の端度の掠Jl目として寄週与えた。栽培は 12 oc以上 lこ加温したハウス内

で行った。-拙は、 1 0月 12日まで 4時間の光中|折 (PM lO:OO~AM 2:00) により栄

費生長させ、その後、自耕日長の短日下で栽培した。

サイトカイエンとしては、 カイネチンとペンジルアデニン (BA) を用いた。予

~JIi実験!とより、 カイネチンは 50pPJII以下では効果が小さいこと、逆に BAは50pp回以

上では奇形になることが分Iかっfこ。 またサイトカイニンの散布は短日開始後でない



と効果がない ζ とも分かった。 そこで処理区はカイネチンが 100PPIl， B Aが 10pp固と

25p pmとした。散布開始日はそれぞれ、短日開始 10日後、 2 0日後、 3 0日後とし、

いずれも 12月21日まで 10日ごとに辿続散布した。各処理は l区 10個体とし

た。

カイネテンと BAは、少量の NaO 1¥ (1 N)で溶解し、 IIC! (lN) で pll を 6.5~7.5に調

整した後、所定のi躍度となるように定容した。なお、溶肢には民着買1Iとして Tween

20をO.l%(v/v)加えた。散布は誕躍が葉から摘り落ちる程度を目安に行った。

実験 l立1987年 2月 11日に料了し、単位誼合花序の各改散に形成された杯状

1E序の散と按合花序の直下の茎径を測定した。

2. 結果および考察

1 )サイトカイニンが組合花序の弼速に及ぼす影響

事!t処理区の sfl均的な株は単位祖合花序の 3次回から片方の杯状花序がアボートし、

互散型分肢となる。 カイネテシおよび BAは杯状1EJf.と直誕のアボートを抑制し、

それらの着生取を高め・た(第4-4表)0 B Aは生理活性が非常lζ 強く、一つの分岐に

杯状花序を三つあるいは四つ形成することがあった。そのため、短日開始 10日佐

から 25ppmのBAを散布した区では、 2次および 3改分岐において停状花序の着生散

が 2を超えた。サイトカイニンにより、韮と花序車hは大くなり、倒々の杯状花序が

大きくなった(詰4-19図)。サイトカイニンはプーゲンピレアでも報告されている

(1 3 ， 67) ように、同化産物の花序への il~ 流を促進すると考えられる。 さらに、 sAは

杯状花序を不定的に形成させる能力があると考えられる。

個々の器官が肥大するためか、サイトカイニンを散布すると、単位組合花節の兜

述が埋れた。節4-4表において、 4改目、 5次回の値が int処理区より低くなっている

のは先述が埋れたためである。 またサイトカイニ γ は直誕の着色を抑制する傾向が

あった。

2)組合花序の知連ステ}ジとサイトカイニンの散布時期

却 6章のシ且クコンカスミソウでも観察されたように、サイトカイニンは散布援

に分化する JJ配芽の先述と生長を促進するようであった。割 1聞の形臨叩擦では、間

日開始 10日後 lζ 茎頂 O番の杯状花序が、 "20日後!と単位組合花序の l次の杯状花

序が、 3 0日後 1::2 iXの杯状花序が分イじしていた。植物体に吸収され、効果が現れ

るまでの日散を考凪すると、サイトカイニンの散布は短日開始 10日後から 20日
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後を目安 lこ行うのがよいと考えられた。

第4-4表. サイトカイニン散布処迎が各次散における杯状花序の 着生 数 に 及 ぼ す 影 響

処 理 区 次 数

茎径

サイトカイニン 濃度 (pp皿) 散布日 2 3 4 5 (mm) 

無処理 1.00 2.00 1. 15 1. 00 0.87 0.54 

カイネチン 100 10日後 1.00 2.00 1. 75 0.97 0.85 0.59 

BA 10 10日後 1. 00 2.00 1. 65 1. 00 0.64 0.85 

25 10日後 1. 00 2.30 2.18 1. 33 0.81 1. 01 

カイネチン 100 20日後 1. 00 2.00 1.150.91 0.86 0.59 

BA 10 20日後 1.00 2.10 1. 62 1. 06 0.64 0.77目

25 20日後 1. 00 2.00 1. 90 1. 39 0.25 0.98 

カイネテン 100 30日後 1.002.00 1.250.96 0.58 0.55 

BA 10 30日後 1. 00 2.00 1. 15 1. 09 0.56 0.69 

25 30日後 1.002.00 1. 40 1.14 0.37 0.83 

凱・4-19図. サイトカイニン散布処叫が花序取hと杯状花序の先述に及ぼす影雌
右から虫!t処迎区、短日 10日後カイネチン 100ppm区、 B A 10ppm区、 B A 2品PJl区。
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3) サイトカイニンの有用性

小鉢仕立てで祖合花序が小さくなる場合、 あるいは栽培条刊件:Iに号より杯状

ボ }トしやすい場合 iにζlは立、 lOOpPIllのカイネチンが有用と考えられる。 それによって

杯状花序の着生率が高まり、 18序自11の分岐本散が増えるため、誼合花序のポリ ι ー

ム増大に効果があると思われるo

BAは生理活性が強く、本実験でUI!用した拙度では杯状花序と花序取hが大きくな

りすぎた。制賞佃値を高めるためには、 IOpPIllより低拙度での使用を検討する必要が

ある。高拙度では奇形を誘発するが、 BAは杯状花序の着生率を著しく高める。

第 B節・ポインセ チア の誼 合花 序の 琵連特性(要約)

ポインセテアの祖合花序の構成と岳連を花芽分担から開花まで経時的 lこ調査した。

ポインセテアは限界日長以下の短目になると、 まず茎頂部 iと杯状花序を一つ分化し

た。その皆、主韮上部の誕の臨芽が尭速し、杯状花序を構成単位とする複合花序を

形成した。 その一つ一つをここでは単位祖合花序と n手び、花序発連を調ベる基本単

位とした。

単位按合花序 における杯状花序と包躍 の分化は非常 l己規則的であった。すなわち、

n改 の花序軸の頂却に n次の杯状花序が形成されると、二つの n改 包 諜 の 服 芽 が 発

達し、 n + 1次の二つの杯状 ;aff，と四つの包誕を分イじした。平均的な株において、

分イじした杯状花序と包誕の原基は、それぞれ 3改目、 2次回から規則的に片方の原

基がアボートした。原基のアボーシ冒ンは原基の分化位置と密接な閲揺があった。

原基は 2分岐した花序刺iの頂部に岐散花序型で二つ分イじするが、 B次前の原基と反

発する ntrJの原誌が規則的にアボートしたo その結果、単位組合花序は高次では互散

花序型の売速をした。

株のソース/シンク比をiWえる処理を行った結果、祖合花序に相対的 i己多くの同

化産物が分配されると考えられる条件下で、組合花序の克述が速し花序制lの分岐

本 触が多くなったo 逆!と蹴光や摘諜処理により同化産物置を減らすと、杯状花序の

アポーシ日ンが促進され、花序制hの分岐本散が減少した。

刊の品質を決 めるうえで重要と考えられる杯状花序のアポーシ目ンは、短日開始

1 0日後にカイネチンあるいは BAを+散布することにより抑制できた。

また、副賞価値の高い良品を生産するための基礎資料として、 ポインセチアの出
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荷までの最適短日日散を調査目した。供出品置の， Gu tb Iie-'r' :トrO'Ámy" で{~最低 6'-0 ・

日J問、の国;信仰必要と考1える:れ花。ハピ;れよ 4り短い骨世で出荷ヂる}と、ょのγ盾l住iするl室

内が長官日 rでI あーlるために生育相idj逆転が1起;己主fと考if:.ら-，れた。
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調吉 5 宝置 カランコエの才EF苦手の持事足克と要道主宰

カランコェ。プロスフェ Jレディアナ(Kalanchoeblossfeldl.ana Poelln. .:以下

カランコエとする)はマダガスカル島の原産である。系統分離や異系交配などが繰

り返されて花色や草聾が豊富となり、能性極は鉢物として、高性醒は切花として利

用されている(1)。

カランコエは、質的な短日植物であり、限界日長以下の短日lになると、韮頂部 lζ

岐散花序を形成する(第5-9図)0 その花序は、肢散型分肢を数回続けた能、分化し

た小花原基のアボーシ日ンにより艶述を惇止する。切花用品置においては、花序の

ボリュ}ムが品質上問題となるが、花障のボリュームは小花散によって決まり、そ

の小花散は小花のアボーシ目ンが起こり始める花序軸の分岐次散によって決まる。

花序の品質は切花単価 lと大き〈反映することから、 どのような喪固によって、 どの

ような長件下で小花のアポーシ田ンが起とるのかを明らかにしてお〈ことは、実際

栽培のために重要である。

本章では、小花拙が個々の花序で変動しやすいというカランコエ花障の尭連特性

を、小花のアポ}シ日ンという閥点から調査した。

第 1師 花序先述の規則性と可変性

拙物は、力学的、主~力学的に最も安定するように、かたちを制御 L ながら艶述し

ていくと考えられる (61，64，70)。力学的には、重力と凪による外部から加わる力と、

担過圧()lf&圧)により内部から発生する力があり、植物はとれらの力を受けながら

かたちを決める。制力学的には、植物件表面と外気の聞に熱のやりとりがあり、 tjU

!/ýJ は事li エネルギ}的に最も安定するように件 Z賓と表面朝を :I~I 昔u する (64)。

花序も例外ではなく、上述したような物理的制約を受けながら勤述すると考えら

れる。 したがって結果的に、花序の各部位には先述の規則性ともいう vベき相関(触、

太さ、長さ、盟主)が現れると考えられる。本町では、小花散の異なる花序につい

て形質の相間関慌を桐ベ、その結果をもとに小花のアボーシ n ンがどのような原因

で起こるのかを考察した。また、花序先述の制御の可能性を明らかにするため、小

花の大きさの可変性についても嗣査した。
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1 ;材料および方法

実験には、栄聾繁殖した切花用高性阻の 6レッド。グロウ'を用いた。実験は 2

回締り返した。 1回目 l立、 1986年の7月21日に押し木し、 8月 11日に 3‘5号の諜焼き鉢

iこ鉢上げした。 2回目は、 1987年の 6月17日に押し木し、 3.5号鉢 lと鉢上げ桂しばら

く育苗し、 7月25日lζ5号の諜蹄き鉢 lこ鉢替えした。いずれも、 12'C以上に加温した

ハウス内で栽培した。施肥は、 15N-8P-17K-2Mg-0.IMn-0.lB-6Cn-0.18Feの肥料を 50

0倍にうすめた液肥を毎姐与えた。株の盤技は行わず、自毒性日長の短日下で、 1鉢当

たり蝕個(任意)の花序を形成させた。

小花が 10花程度開花した時期 lと花序をサンプリングした。調査に当たっては、~~

序の梢成の特融並び iと艶述Eの規則性がよくわかるように、:m序をいくつかの構成喪

誌に分けた(第5-1図)0 1本の切花としてみた場合、カランコエの典型的な花序は

第5-2図の慌な形をしている。すなわち、小花の三つの大きな集合体から成っている

ので、その一つ-つを単位花序 (unit) とした。単位花序もまた再舟!的パタ}ンの

輯り返しになっている・ので、単位花Jr;を構成する小花のより小さな集合体としてモ

ジュ-)レ (module)を考えた。 モジュ}ルは 10個までの小花の集合体とし、それ以

上融密な定義は与えない。そして花序の最も小さな梢成単位として、一つの小花、

小花柄、 2故の高梨、二つの喧誕服芽、花序踊bを取り上げ、これをプィトマー(

phytomer) とした(第5-2図)。このように、植物体をいくつかの陪周に分け、 その

生長と先述を解釈するという方法論は、植物生酪宇でよく行われている (71)。本報

ではよXßのような陪固に花揮を分け、花序の新附車、 ~E 序制l の直笹(喧誕の着生方

向)、小花のアポーシ目ンが起こり蛤める次数、小花故、小花の体置をiJ[lj定した。

小花;の体l鞘 lは、ベゴニア・ルツェルナ(却 8寧)と同様の方法で測定した。

2. 結果

1 )花序軸の直笹と小花のアポ}シロンが組己り始める~拙との関係

92の単位花序について、 1改の花序執IJの直径と小花のアボーシ目ンが起己り始め

た次数(最低次蝕)との相関係散を求めたところ、 r=O.s8という値を得たo F..¥' ~ 

の 5次あるいは B次から小花がアポ}トした個体は頻度が高〈、回帰直結!!とよく適

合していたが、 4 改以下の抵吹から小花のアポーシ n ンが起こった個体 l立、花序 ~lill

の1m:在!とパラツキが大きし田知直綿への適合度は低かった(揮5-3図)。小花のア

ポーシ田ンが起己り始める改散は、本実験のサンプルでは 7改を上限とし、 8次以
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1次小花

相同な部分からなるカランコエの花序

直径 4阻皿以上の太い花序軸を持 つ個体では、

小花の代わりに 単位花序が形成されていた。

再知的パタ ーンの 繰り返 しにより、

O 

は観 察 されなかった。

典型興

の着 くべき位置に、

第 5-1図.

体の個上

フィトマーモジュ}ル

花序の梢成要 紫

R
U
 

司

I

単位花序

第5-2図.

花序
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第十3図.花序軸のfI[笹と小花のアボーシ日ンが起こり始める改散との関係

2 )花序軸の直笹と着すE散との間部

30の単位花序について、花序(qhの直径とその部位より上に着生している小花散と

の聞係を、 1次から 4改までの次散についてそれぞれ調査した(第十4図)。いずれ

の次散についても花序制lの直笹と着花散との聞には密接な閲慌があり、相関係数は

1 eたから聞に、 0.92，O. 95、 0.93、 0.85となI った。改散が高くなると、小花のアポ

}シ日 Yのため、回帰fJli輔iの傾きは小さくなった。

3 )花序i1411の直径と花序の新昨Eとの聞係

耳i{立花序の 1....， 3i1<についてそれぞれ31個、合計93個のサシプルについて、花序

車hのfJli荏と花I亨の新鮮重との関係を調べた。両対散のグラフ上にデータをプロット

すると、いずれの次散においても両者にはー定の直組関係が認められた(第ト5図)0 

花序 i~1Jの直笹を D (即日)、花序の新鮮重を W (g) とすると、両者の関係はw=
O.0967D3.13という式で表すことができた。

4)小花の大きさの可変性

花序前I!の器部の直径が異なる 20の単位花序について、部 l改の小花の体杭を測定

したところ、 1 3 5 :t4皿ポ (95%の信頼度)となった。第 1改の小花を話呼!と比較

すると、花序 ijidl の直在は小花の大きさに艇部せず、:{~序I!n で小花の大きさはほとん

ど変わらなかった。また、 10の単位花序について、 1吹から 4改までの各次蝕の小

内

nu

門

f
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花の件甜をiJll]定したところ、同じく 95%の岳頼度で、それぞれ 143:t6mll3、 146士5

叫 3、 134土5mm3、 116土5nm3となった。 4次回の小花は調査の時点で未発述であった。

カラシコエの小花の大きさは、 同じ花序内で改触によってもあまり変イじしなかった。

5 )モジ品ールの着生位置と先述の強調

20の花序について、モジ品ールの着生位置とその小花散との関係を調査した。こ

の場合のモジ ι ー Jレは、単位花序の 8分の lとし、 4改の花序刺J;を基準に調査した。

第5戸 6図において 、それぞれの円の半笹はモジ且ール内の小花散に比例するように作

図した。

モジュールは着生位世 iとよりその尭連程度が異なった。空間的!こ広い側(花序の

外側〕のモジ旦ールは、相対的 lζ 覧連が良〈、花序軸が太くて小花散の多いものと

なった。宣 fm 的に狭い側、すなわち互いに反艶する ~l! のモジュールは発速が悪かっ

た。反売する sWのモジ A ールは花陣取1Iが却I<、小花が琵述述中でアボートした結果、

51f生小花の少ないものとなった。三つの単位花序の中央のものに見られるように、

条件 が 同 じ に なる場合.1とは、 モジ旦}ルはシンメトリーに艶述した。

140 ]40 
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1次 2?X 
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散 60 601 .・. .九
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知f5-4匝1. 各次散における花序iJ!dlのilRiIとiEf花散との nlJの関係

-77-



10. 

1~ 
序‘、
の
新
鮮
軍
r園、
g 1. 0 
、../

0.1 
L 

1.0 

'" 

。

2.0 3.0 4.0 5.06.0 

1E序事IJの直径(皿皿〉

第5-5図'.:tE序刺lの直控と花序の新鮮軍との聞の関係
(・ 1次、 0: 2次、。 3次)

第 5プ 6匝1; モジュー)\.-'の着生位聞とそのl括l述の曲目~ (掛字は小花蝕)
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6 )小花の着生位置とアボーシ日ンとの閲採

フィトマーを基準 i<:"小花の分化から開花までの罰述過程を悶拙観察 Lた。小1E

の分化時と克連接の様相を模式図で示すと第5-7図のようであった。分化時において

小花は蚊散型分岐により規則的!と配列していた。やがて花序の先述とともに花j亨制|

が伸長し、小花が低次より尭述すると、点を付けた位置の小花が規則的にアボート

した。国は 6~ より小花のアボ}シ a .~が起こった倒を示している。小花のアボー

シ aンlま一度起こると引き続いて起こるため、花 Jf，のその後の尭避はl固に示したよ

うな瓦散型分肢となった。

点をつげたものが

アボートする小花

岐分型

7

H
H
M
O
D
-
-

到
A

ぱ

る

つ

り
で吋

観てお改高

分1t時 措連後

第十7図. :{E序の分化・艶謹過程

3. 考察

任意!とサンプリングした小花散の異なる花序について、干E序 ~IIJ の基部の直笹と小

花のアボーシ目ンが起こり始める改散、総小花触、花序の新鮮Eの聞にはそれぞれ

高い相関間保が閉められた。 カランコエの花序は、短日条件下で頂芽あるいは側芽

が兜述伸長して形成される。本突出の結果 l立、花序の生長点が仮軸型分岐を締り返

しながら岐 i世花序を構成していく過程で、花序軌の太さが71i序発述の制IfJl!要因とな

っている己とを示唆している。花序軸の太さが尭述の制限要因となる原因について

!;)::，花序軸のもつ機能から以下のように考案できる。

1 )花序軸の支持組織としての制限

花序はその着生方向からみると大きく二つに分けられる。ベゴニアのいくつかの

盟やプジ(也主主呈叫主 floribund!lc DC.) ¥ アセビ(自主.rl三 ι巴 叫 旦 n.Doo.)など

のよう lと着生位置から下に向かつて垂れ下がって1民くものと、 Iここで取り上げ Iたカ
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ランコエのように上に向かつて吹くものである。説者の場合、'1~陣取hは重力に抗し

て花序を支持しなげればならない。 カEランコエの花停は、細い花j亨羽11の上 lと多数の

小花が着くという力学的には非常eに不安定な形を.している。花序軸は基部を支点と

1するあらゆる向きの力のモーメントに耐えなければならない。今回得られたw=
O.0967D3.13という間保式は、， 1~ 序明h の支持力が直控により変化する己とを示して

いる。 1~陣軸が太くなればなるほど、小花散の多い大きな(重い)花序を支持でき

ることに lなる(7 0)が、花序 j~11 の括盟 lこも|世界がある。花序軸の支持他力を越えた E

さまで小花を分化すると花序は倒伏してしまうG 花Jf，の生長点(在葉JJa芽)の分裂

活性はかなり埋くまで践っているにもかかわらず(後述)、小花の分化・琵i主は花

序 軸 の 直 笹 に 応 Uた次散で止まる。花序 imhの支持組織と Lて の 限 界 か ら 、 上 記 の 関

係式を満たす新鮮軍 CW)をよ限とし、小花の分担、罪連が停止するのではないか

と考えられる。

2 )花序軸の泊噂組制としての制限

ポインセチアやアイ・リス Pのように非常に大きな直話を持つ花序もあるが、一般に

花序につく小花の若葉は非常に小さい。カランコエにおいても芭諜は普出~に比べ

て極端!と小さい。 したがって、直諜によ る光合成産物が花序の尭述に帯与する割合

は小さいと考えられ、 力a ラシコエの場合、花序の構築 1;:必要な同化産物は:ftP<-' ''/iJI.の

師部をilliして普迎葉より供給されて Uると推察される。

カランコエの花序は三つの単位花序からなる。それらはそれぞれ n次において

2 n-I 個の小花を分イじするため、 ?E序の肱小花散は尭述の改散とともに蹴何級制的

!と増える。小，?tはやがて低次『より開花し、受精して結実する。 したがって、花序の

榊mに必要な同 化 産 物 畳 も 花 序 の 知 連 lとともなって急激に増大していく。 しかし、

一定時!日j内i己;師部を通って輸送さ、れる同化産物置には IIR界があるo 分岐次蝕が高く

なると、必要十分畳の輸送が間 lζ 合わなくな り 、 競 合 lとより同化産物の不足した小

花がアボートすると考えられる (8，[5，44，74)占 カランコエの小花は大きさの可変性

が小さく、不足 し た 同 化 産 物 に 応 lじて相対的 iと小さな小花が形成されることはないD

小花原;m;は、知連・ sIl花するかアボ}卜するかの、二者択一的な謹択をすると考え

られる。

小花のアポ - y日ンは一時的な同佑盟物の不足(必要なときに必要ーなだけの同化

産物が悦粕志れない)が原困で起こるということについては、多くの小花が開花し、
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外観上発述が停止したように見える花序において、 花序の一部や発述した小花を切

除すると再び盛んに 小花が発 述し始めることからも強く示唆される (第 5-8図)。 i~ 

序の一部あるいは発述したすべての小花を切除した花序は 20次以上まで発述を続け

ることから、 同化産物が十分供給される条件下では花序内の生長点の分裂活性はか

なり週くまで残るものと思われる。 花序軸は分岐により次散とともに紛lくなくなっ

ていくが、 十分な同化産物が何改まで供給されるかにより、 1]¥ iEのアボーシ aン、

ひいては総小花数が決まるものと思われる。 花序取hが太ければ飾部のi析而割が大き

同化産物の輸送力も高いと考えられる。 小花のアボーションが起こり始める次

数と 1次の花序剃lの直径との問に高い相凶が現れるのは、 花序相hの直径 lとより同化

産物の単位時間当りの輸送量が変わるためである と恩われる (22，65)。

第5-6図.花序の一部や発述した小花を切除したことにより、
岐が彼活した花序

-81-

高次 において 岐 i放型分



以上の考察において、著者は花 j亨 i~lJの太さが原因で、若干E 散がその結果であると

考えた。先 1;::花序当たりの着花散が決まり、それに応じて花序取hが十分な太さにま

で先述する、すなわち花序軸の太さは花序先述の結果であると考えられなくもない。

しかし可 l改の小花が未開花である短日開始後80日l経った花序において、すでに 8

""9改，まで蚊散型分岐が進んでいること、小花は肉眼で見える大きさにまで艶述し

た後白夜してアボートすることから、 jJ¥花は分化しでも花Jf.車hの直笹に応じた勤ま

でしか兜述できないと考えられる。艶佳 Lた小平Eを除去すると、花序車IlJの先端部が

大きくなって再び岐散花序が形成されるので(粛 5-8図)、花序の先述程度!と応じて

花序軸の直接が調節されるフィードパック的な制御も少しは働いているが、掴7il:は

花序軸の直笹は升拍の段階である程度まで決まっているものと推察される。

小花のアポーシ日ンは花序軸の太さに応じた次数から起己り始めるが、岐散型分

岐により分イじしたこつの小花原~のうちどちらがアボートするかは、 それら原Jil:の

着生位置により規則性が認められた。小花の次触を n とすると、二つ分イじした n~

原基のうち、先に分担-し発述している n-3~の原基と空間的に反罪する側の原基

が規則的にアポートした(第 5-7図の点を付けた原基)。花序 i~11 の 11 11 長方向でみると

左右の原*が交互にアボートする己とになり、結果的に外見上は互散型分岐となっ

て尭述するとととなる0"ζ のような艶述パターン lま、ポインセチア(18)、 ゴ マ ノ ハ

グサ腐のEcrophularlB且些工立主主(73)、 ベゴニァ。センパフローレンスでも認められ

る。高次において互散型分岐となるのは、極を越えた、岐i盟花序特有の艶述パタ}

シではないかと考えられる。

着生位置と知連程度の聞係は、モジ品ールについても認められた。反罪により空

間的 I;::~ い ~lll に措述。11 長するモジ』ールは、花序車I1 が制l く、小花のアボーションが

低次から起己った。それらは斑述の停止する(分イじした二つの小花原基の両方がア

ボートする)時期も早く、結果的に占有空間の小さい、小花拙の少ないモジュール

とな唱た。実験!<::供した Sレッド・グロウ'の典型的な花序は、小花が平而ょに配

列するようなキ十ノピーになる。小花原基が IINられた空間内で分化する過程におい

て、 1E序軸の分世方向と太さを調印するととにより (14，61)、空間を有効に利用する

ための自然の間引き出梢が働くのではないかと考えられる (60)。

市場では小花散の多いポリ品ーム感のある切花が要求される。 カランコエの花序

は問上!と述べたように、花応酬の太さでその知連が規定される o 実際栽培において
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I立、韮の太い充実した株を育てれば、花序取IJの太いボリューム感のある切花が得ら

れることになる。小花の大きさの可変性は小さく、一年を過して小花の大きさは変

他しない。切花や鉢花の観賞価値を高めるために、小さな花をたくさん岩花させる、

あるいは大きな花を少なく着花させる、 といった人為的な制御は非常に難しいと結

論される。

第 2節 蹴光処理が花序先述!と及ぼす影笹

前聞において、小花のアボ]シ日ンは同化産物の不足が原因で起こることが示唆

された。本節ではこの点を明確にするため、黒色寒冷紗による蹴光処理を行い、同

佑産物が不足する条件下で、花序の括述がどのように蛮イじするかを調査した。

1.材料および方法

4 レッド・グロウ'を 1988年 6月 10日に押し木し、 B月28日1<:3. 5号鉢 lこ

鉢上げした。 7月23日lこ5号鉢 lと鉢替えし、 ピニルハウス内で栽培した。肱肥は、

15N-8P20s-17K20-2MgO-O.IMnO-O.1s20a-6CaO-0.18Feの肥料を水に搭かし、 Hが300

tPl!lの拙度で毎週与えた。ポインセチア同備、開花促進処理として、 8月2日から 9

月 23日まで 9時間日長 (8:30.......17:30)の恒日処理を行い、その後は白熱日長とし

た。

誠光処理は、遮光平51%の黒色寒冷紗を用いて、短自処盟を終了した 9月 23日

から 11月 11日まで 50日間行った0 ・株は途中 5本仕立てに盤技した。処理区は、

無処理区、寒冷紗 2故区、寒冷紗 4枚区で、 1区 10個体とした。

調査は、各記長 5シュートのうち最も生育のよかったものについて行った。減光処

理終了 u寺lとシュートの茎在〈花序の着生師より一つ下の師聞の茎径〉と着生してい

るユニット散を調査した。 1番花が開花した日を開花日と L、 JIS!都は小平Eが10花程

度開花した時を目安に行った。収郁 IJ寺iこは、シュート(切花〉当りの小花散と小花

の体制をitIll査した。

2. 結果および考察

1 )花序の尭連に及ぼす掠光処理の影響

{{il花佳の 50 日間の減光処理は、 カランコエ花序の琵述に有意な影轄を及ぼした

(第 5-1寵)。開花は 2枚区で白日、 4故区で 16回避れ、蹴3'tが花序の艶逆そのも

のを大きく埋らせることが示された。
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シュ}トは減 光に より 、茎 が制 く、 やや徒長ぎみに加問が長くなった(第 5-9図)。

各諜肢の脳芽は、無処理区ではそのまま先述してユニット(岐散花序の 1lji位)と

なったが、減光区とくに 4枚 区 で は 途 中で発述を停止するものが多かった。小花散

はユニット散を反映した結果となり、無処理区と 2枚区で有 意差 はなかったが、 4 

枚区では lシュート当り 10 0花程度数が少なくなった。

小花の大 きさは、 1花序当り 5個の小 花 、 す な わ ち l区当り 50個の小花で比較

した。小花の体棋は、ポインセチア同撒正規分布したが、相対的 lと大きさのばらつ

きが小さく、減光処迎によってもそれほど大きな変化はなかった(第5-10図)。

第十l表. 減光処迎が花序の発述 iこ及ぼす影 響 (5 0日後)

処理区 日11花田 茎径(岡田) ユニット数小花数日

f!(t処理区 11月14日aZ 5.168 10.18 245.98 

2枚区 11月23日b 4.74b 8.3n 211. ln 

4枚区 11月30日C 4.11c 4.5b 154.4b 

z : Dunc8nの多車検定lとより 異なる文字111Jに5%で有意差あり

y:収種時の小花数

第 5-9図. 減光処理が個物体の生長と花序の先述に及ぼす l降臨
左から知処理区、;&冷紗 2枚区、 4枚区。
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2 )器官の大きさの可寵性からみた花序の尭連特性

蹄光処理は、姐日開始後花序がまだ未発速の段階から行われた。花ff.の括出初 JUI

lこ同化産物が不足すると、 カランコエは茎を細くし、抵次から小花のアポ}シロン

を起こし、着生する小花散を減らした。データには示していないが、同 Uく同化産

物を誠らす処理として描葉処理を行った。姐日開始 60日後、 :fEJ亨が克連中に成誕

を切蹄すると、小花のアボーシ E ンが促進され、無処理よりも低次から小花がアボ

ートした。 これは摘葉処理がすでに茎の太さが決まってから行われたためである o

ιのような場合カランコエは、同化産物置に応じて、分担琵連中の小花をアボ}ト

させるように思われた。

カランコエの小花の大きさの可変性は小さし人為的な処理に対してもその大き

さをほとんど変えなかった。 この点-，ま同じ岐散花序でありながら、小花(雌花)の

体輔が大き〈変化するベゴニア・ Jレツェルナとは対照的である o カランコエ花序の

キャノピーの形状は平坦で安定している。 これは小花が平而状に規則的に配列する

ためであるが、このような花序の尭遇措相には、小花の可変性が小さし小花散が

小花の大きさではなく散で制御されるという発達特性が間保していると思われるo

第 3町 カランコエ花序の構成と知連特性(喪約)

小花の分担、知連から開花に至るまlでの過程を、小花のアボーシ日ン lと着目しな

がら嗣査した。花序は、その指i主過程を単純!こ分かりやすくするため、花序、単位

花席、モジュール、プィトマーの四つの階周に分けて調査した。

カランコエ花序の罰述にはいくつかの規則性が問、められた。単位花聞において、

小花のアボ}シ冒ンが起こり始める次散、総小花数、および新鮮重は花序車"基部の

直笹と高い相関関係があった。 カランコエでは花序軸の直佳が発速の制 IIR因子にな

っていると考えられた。

小花のアポーシ H ンは、その様相から、臨合による同化産物の不足が原因で起こ

ると考えられた。これを確認するため、摘護処理と蹴光処理を行った。人為的に同

化産物を減らす処理 Iと対して、小I花のアボーシ日ンが{@湛された。 ベゴニア・ルツ

ェルナとは異なり、カランコエは小花の大きさの司変性が小さかった。同化産物が

不足すると、小花はベゴニア・ルツ ιJレナのように小さくならずにアボートした。

小花のアボーシ !l'~ と小花の岩生位聞には密接な関係があった。小花のアボーシ

ー自民ー



日ン lが起こI ると花i序は互散型分肢で斑控，した。

モジュ -Jレの艶連もまた着生位置と密接な聞 E係があった。罪逮できる空間が広 lい

外側で J強〈、 l 挟い内側で弱い師向lにあった。その結果、. 1E'.序は小花 lが平面ユニ I~ 配列

、す一るよう lなキャノピ.....，.~ (草冠)を栴!成した。

J 
‘『

L 町一 ，"1  
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主再 6 主主E シ z クコンカスミソウ0.::>才8PFo 司禅
尼克と苦~:i.童主主己~~;::::々壬 ι〉帝リ桂日

シュクコンカスミソウ (Qypsophilapaniculat11 L.)は、地中海東部沿岸を中心

に欧州東部からシベリアにかけて自生している (53)(第6-13図)。花京、 コサージ

品、プ}ケなどの添え花として、あるいは生け花やフラワーデザインの材料として、

一年を過しでかなりの需要がある。生産される品種の大部分は、 193 5年にアメ

リカで育成されて以来、 シ品クコンカスミソウの代表品種となっている八重 l氏きの

‘プリストル。フ且アリー'である (34)。本品橿の生長と開花の特性は近年かなり

明らかになり、それに基づく開花調節技術と、暖地や冷涼地など生産地の気候条件

を利用して、現在では全国的な周年出荷体系ができあがっている。

出荷された切花は、アレンジメント用 1<::長いまま 1本の花として利用されたり、

花束用!と校切りされたり、用速に応 Uて使い分けられる。いずれの場合も、訴え花

としては小花が一定の密度で散在していることが大切である。そのため、市場にお

いては品質上のいくつかの要求がある。切:m~ま、新鮮盟が大きく、茎長が長〈、開

花側枝が'ff;くついたボリュームのあるものがよいとされる。 また、 出荷時の切り前

にもよるが、小花の開花却lが揃っていることも重要な喪講である。一方、茎が軌悶

で枝が垂れ下がったり、 a 肢散花序の花序軸や小花柄が長〈て i世間したりすると、切

花単価 lま著しく低下する。需要の多い時JOIでは、良品と不良品の価格差が 10倍以

上!となることもあり、実際栽培において良品を作ることがいかに大切であるかが分

かるo

本意では、シュクコンカスミソウ花序の尭述特性を明らかにするとともに、人為

的な制御の可能性について間査した。

第 1町 花序知連の規則性と可変性

これまでの研究で作型どとの開花関節がほぼ可能となったことから、今後は良品

を安定して生産するための技術の開発が必要であると思われる。そのためにはまず、

シュクコンカスミソウ花序の知連の規則性と可変性の程民を明らかにしておく必要

があるo 花序の構成が栽培茸{境!とよって変イじする様相を、茎や花停車dlの太さあるい

は小花散など比較的とらえやすい形質〈喪諜)で調べ、その結果、栽培聞墳と花序

構成の変闘との間迎性が l円らかになれば、人為的な制措iIの可能性も合め、{'r=型や拙

-88-



培地 lと適した栽培方法を検討することが可能になると思われるo 本聞では、ジ z ク

コシカスミソクを時期を変えて栽培し、花序の構成と発注が栽培条件 lとよりどのよ

うに麗{じするかを、その規則性と可変性 lと着目して調査しだ。

L 材料および方法

‘ブリストル oフz アリー'を用いて、以下のようなこつの実験を行っI た。前 iti

のカランコエと 団結 iζ 生物物理的な観点かち、シュクコンカスミ1 ソウ花序の先遣の

規則 性 と 可 変 性をl調べることにした。

実験 1 花序先 述 のl規則性

1 'Cで 80日間冷蔵した親拙から、 1887年目月 10日lと宵it，木し、 9月 3'0 

日に 36c回X60cmX深さ 18cmの木箱 lζB抹iずつ定植、 10月 7日l己摘，t，tた。 J株は 2

本仕立てとし、知晋まで 4時間の光中断 (2'2: 00 -0 Z : 00)を行!った'0 栽培は、在温を

1 0・C以上 l巴維持したハウス内で行い、 15ト8P，-.17K:-2Mg-O.1 Mn-'O..lB':'6Ca-O. 18Feの

肥 料を約 400倍(N300ppm)に希釈 Lて毎週与え、描水は適宜行った。「

調査にあたっては、シュクコンカスミソウを蚊散花序の集合体と見なし、その単

位となる岐散花序(ユニットという)"を調査の基本単位と Lた(昂 6-:-1図 }o よく生

長、開花した株について、茎径およびユニットの花田軸窪、新鮮童、小花組、発述

した小花の最高次散を調べた。

ユニット集合体としての花序

ユニットの模式図

①印はユニット O印は小花

部日ーl図. シ品クコンカスミソウの花序とユニットの模式図
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た。

2. ユニットレベルの規則性

ユニットすなわち個々の岐散花序の売述韓度は、それらの着生並置により異なっ

た。主韮上あるいは上位側桔!と着生したユニットは、花序南11が太く、指述する小刊

の吹触が高し小花散が多かっ t:.o 一方、下位師や 2改側枝、 3改側枝 Iq'IT生した
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ユニットは花序軸が紺1¥、弗述がわるかった。 さまざまな部位からランダムにサン

プリングした 31個のユニットについて、花序刺!の直笹と先述した小花の最高改散

および小花散との間保を嗣べたところいずれも高い相関岡慌が認められた(第6-3、

ト4図)。また、ユニットの新鮮宜も両対散のグラフ上で :?B序取hの直笹と相関間保が

問、められた(第ト5図)'0 花序取11の直笹を D (日阻)、新貯・重を W (g) とすると、

W=0.535D 2.83という関係式が得られた。
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第十5図.

花序指速の可変性

幸町の進行にともなう栽培環境の変化により、

実験 2

花序の構成がどのようにE化する

シュートレベルとユニットレベルで調査した。かを、

シ且ートレベルの可変性1 ) 

定iu白日から第 1花開花田までの日蝕を到花日散とすると、5聞の栽培において、

定.li立が埋くなるほど少

ない目散で聞花する傾向 lとあった(昂・ 3JU159.5日と節 4JU1B3.1日との問には有意差

46.5日となり、63. 1目、59.5日、日7.5目、それぞれ77.5日、

l なし)。

2次1次側枝制、師数、茎長、切花の亙吉、花序の拙成に関与する形質として、

そこれらの jfj質はそれぞれ単位と次元が異なる。小花散を取り上げたが、田i枝数、

これらのm質が季節とともにどのようなパタ}ンで変化するかを分かりやすこで、

(部 6-分散が 1になるようにデータを標準化した
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切花の藍さ、霊長、 2次側技触、小花蝕については、 m4 JUJまでは減少し、第 5

捌で再び上昇するという同己パターンで季節変動した。町散と l次側枝散は、形買

としての変異帽が小さく、個体差がデータに強く影暫したため、上記の 4jf~ 質とは

異なり、やや不規則なパターンで変動した。草聾の変化でみると、第 4JUJまでは定

植時期がilllくなるほど低即位で花穿分佑し、切花は、草丈の低い、茎の制い、 nllJ技

( 1改及び 2次)の少ない、小花の少ない、生体重の聴いものになった。これらの

形質は一定の辿闘で季節度到し、各作JUlの草聾は相倒形 Iζ 近〈なった。

2) ユニットレベルの可変性

1シ旦ート当り上位三つのユニットをサンプリングし、同じ部位のユニットの梢

成がどのように幸町変動するかを、 l作当り 24Vュートで 72佃のユニットにつ

いて調べた。

ユニットの摘成の変但 l立、上述 L たシ旦ートの~イ包と反対の動きをした。新鮮盟、

花序制l在、小花蝕、知連した小花の最高枕散は、第 11明から第 4J~J まで定植時 JUJ が

湿くなるにつれて増加し、第 5WJ には新鮮置を除き再び減少した(第6-1表〉。 その

ほか形館的な変化として、第 21Ul以陣の高温j切に分イじしたユニット tcl:， ~E 序ïp.1~ が長

〈、個々の小花が大きくなる(いわゆるだんご花)師向!とあった。

シ品クコンカスミソウにおいては、切花品質として茎の硬さが重視される。そ己

で、茎の強度を作JUIによって比較する指標として、部 6-5~1 で示した花陣取h の直接(

D)と新鮮藍 (W)との闘部式を求めた(第十l表 )0 W=aDbなる開様式におい

て、 alま直在 1岡田の花序車"が支持できる重さ (g) を，示している。花序iJilJの相対的な

強 度(a )は0.38から 0.99まで事師変動し、高温JbJの作jgJで高〈なる師向があった。

却6-1表. ユニットの形質の幸町変動

栽培時期 新鮮量 自I!直笹 小花散分岐次数 aZ bY 

(g) (四)

第lJUJ 0.22 0.78 21.9 4.8 0.38 2.09 

部2J出 0.48 0.80 27.1 5.0 0.71 2.27 

第3J目 0.80 0.93 27.5 5.2 0.86 1. 79 

第4却l 1.12 1. 16 44.2 5.8 0.75 2.14 

第5JUJ 1. 33 1. 07 42.3 5.7 0.99 2.71 

Z， y: ¥¥'=aDb 
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3. 考察

実駐 1および実験 2の合叶 6回の栽培において、作型によっては供試苗の育苗方

法がかなり異なるが、いずれも、その作型において生長活性の高い苗 (32)を得るた

めの方法として行っtz.o ここでは、苗の来歴はシュクコンカスミソウ花序の知述!と

は影響せず、最終的な花序の構成はその時の栽培環境によって決まったものとして

鍋摘を進める。

1 )花序の柿成

シ品クコンカスミソウは対生誕序であり、 l節に 2故の諜と二つの服脊を分イじし

ながら生長する。しかし 1i?¥ sIIJ技は、上位 2.....4師を除告、 l聞に l本ずつしか先

生しない。 1次、 2次、 s次側技では 1師に側枝が 2本 と も 尭 生 す る 場 合 が 多 し

シュクコンカスミソウは栄話生長中盛んに分枝するo 生殖生長に移ると(実験 2第

1 ~UJ の作型で、茎長 1 5 ~ 2 0 cm、師数 15師のころ)、それぞれのシュ}トで上

位聞から下位即へ、低吹田l枝から高次sliJ枝へと l眠に韮頂部にユニット(単位花序で

ある岐散花序)が分化し、それぞれのユニットは岐散花序と Lて尭速する。したが

って開花時の花序梢成からみると、-シュクコンカスミソウは岐散花序が円錐形 lζ 掠

合した形になっている(第6-1図)。

シュクコンカスミソウは、その極小名 panicu la taがラテン語で円 ~!Ê 花序を意味す

ることから、円om花序(p an 1 c I e) tむ分類されることが多い (3，53，55)。 出 水 (58)1と

よれば円錐花序とは、組合花序のうち、枝の分枝回数は問わないで、下方の枝が上

方の枝よりも長く、花序全体が円錐%になるものをいう o 円錐花序という術栢は、

最初このような定器で用いられたと考えられるが、今日で怯担総拭 ;mF事 Cdouble

raceme) の別名として狭義に使われる場合が多い (30，35'，73)。円錐花序の意味は現

在では非常 iとあいまいになっており、円~!fi Jfjの花序と視総状花障の両方の意味で混

用されている (50，51)。

シュクコンカスミソウの拙物体は栄控生長中、 111軸分技をしながら求頂的 lと艶述

するが、花序のユニットは上から下へと求基的に分イじする。 ユニ v トの形成順序を

考崩しないで、分枝も合めてみれば、シュクコンカスミソウは岐散花J予を構成単位

とする異Jf3祖合花序としての拙総状花序!と分類できる。 しかし、花序は語序に対し

てtll!われる楠摘であり、花j亨を分類するにあたっては、最終的な花の精き方だけで

なし小花が分担、知連し開花する l眠障も考凪lこ入れる必要があると考える。この

vnu 
na 



点からすると、シ ι クコン均スミソウを花序の分化と艶述が求頂的!こ iffiむ時|現花序

としでの拡[融制:花序に分担するのには問題がある。同様に、視総状花序の別名とし

て使われる円雌花序という表現も、用いる場合は布Ii足説明が必要であると考えるo

Vュクコンカスミツウにおけるユニ γ トの分化時相は、垣日干のキクで、い1くつか

の頭状花序が上位師の葉服に側技として求基的に形成されていくのと同じであると

考えられる。このようなユニットの分佑椋式に対しては、特定の花序型は対応しな

い。 ジュクコンカスミソウの花序はユニットの持合体ではあるが組合花序(com-

pouhd l~florescence) とはせず、キクの頭状花序のように単一花陣(s i m pl e i n-

florescence)の蚊散花序とし、その集合体と分類するのが妥当であると考える。

2)花序罰速の規則性

花序申I1の直径とそれより上に先述した小花の晶高次蝕(却6-3園〉、小花拙(第

6-4図〉、花序の新鮮ill(節目-5図)との聞の間部培、同じ岐散iE序であるカランコ

エ(19)においても認められた。 また、茎の断面甜と小花散との間!こも l直綿側部が認

められた(第十2図)0 .花序発出の揖JlIJ性を示すこれらの閲屈は、華や花序曲hが果た

す支持組織および迎道組職としての機能から生 Uるものと考えられる(19)。小花の

拙や空間回置は、茎の描出程度(生育の良否) 1とよりある程度まで必然的に決まる

ものと考えられる。 Shinozakl(59)は、樹木の同化部分(誕)と非同化部分(幹 d ~支)

は力学的、搬出的に一定の関係にあるとし、植物 lま恒想的な単位パイプからなると

する pipelIode1. theoryを提唱した。韮やiE序唱hの太さに応じて小花の散が決まるこ

とから、シュクコンカスミソウにおいても、その弗述をパイプモデルで理解できる

と思われる。華や花序制lの太さという目でとらえやすい形質により、その債の知連

や最終的な革控が予測でき、パイプモデル的な考え方は実際栽培においても有用と

思われる。 そして、このような花席指挫の規則性を見い rすことが本実験の目的で

あった。

8 )花序知連の可変性

カランコエは花序艶述の可変性が小さし一年を過してその出成はほとんど変化

しない(19)。 それと湿って、 シ ι クコシカスミソウは実験 2で示されたように花序

先述の可変性が非常に大きし者から亙にかけて、栽培 11寺WIにより花序構成が顕著

に変化した。春季の花序 lま、分岐次~が低くて小花拙の少ない小さなユニットが多

く着いた。瓦宰の:fE序は部 1iEの靖花節イ立が低下し小花蝕そのものが減少したが、
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分岐改散が高くて小花散の多い大きなユニットが数少なく着〈傾向にあった。ユニ

ットの散と 2 ニットの大きさ(由連程度)は相反する形質、と Lて幸町変動したが、

とれは、植物体内における同組産物の分配率が温度、 日長、 日射畳 iとより変化する

ためと考えられる。また1o序構成の変砲に加えて、韮や花序軸の相対的な強度:も栽

培条件 iとよりかなり変動することが示された。このようにシュク古ンカスミソウは

花序曲述の可変性が大きいため、産地やff:型あるいは栽培者によって切花品質に格

差が生 Uやすいと思われる。

本実験ではシュクコンカスミソウの花序をユニットの集合体とした。このように、

花序に階周性を認める己とには大きな利点がある。すなわち、花序全体では認識し

にくい小さな変拍をユニットの変化としてとらえることができる。現在の主要品種

である，プリストル。フェアリー'は、生出型の異なる多〈の系統が避抜され、坦

伝的 lと変異の多い ζ とが指摘されている(10，34)。高品質の切手Eを生産するためには、

今後それぞれの産地が適当な系統を選抜レ、その系統にあった栽培方法を検討して

いく必要があるが、その際ユニットの形質が迦抜や栽培の一つの指標むなると思わ

れる。

第 2節 パス解析による収畳解析

シュクコンカスミソウでは、小花散は切花の品質を決める重要な形買の一つであ

る。前師において、花序尭連の規則性と;して韮径が小花散と高い相関聞係!とあるこ

とが示されたが、シュ}ト 1本当たりの小花散が、生育の過程でどのようにして決

まるのかは 1!f:Jらかではない。そ己で、小花触を l阻畳とし、師敬、 l次側枚数、 2次

側枝散、およびユニット散を J&置構成喪藷と Lて、パス解析により生育とともにこ

れらの散がtたっていく撒相を明らかにし:ようとした。

1.材料および方法

実験は木箱 (360mX 600mX謀さ 180叫を用いて行った。定植株散と仕立て本散を

変えるととにより、相当たりのシュ ~l、密度を変え、 シ』←ト密度がシューl トの生

育ならびに小花散に及ぼす影響Iを解析しようとした。

1 990年 3月 12 日、、露地越冬した‘プリストル・フェアリー'の親 V~ から押

し木した。 4月s日iと発根苗を処理区の株数ずつ木箱に定植し、 4月 11日に 5聞

を践して摘心した。処理区は、定拙 t~( 散×拙当たり仕立て本記(で、 6 X 3、 8 x 2、
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6X2、 4X8、 8X4、 4X2、 6 X 1、 2 X 2、 1 X 2の白 l区とした。 1区 2

相とし、相官南北方向に縦 2列lζ乱拙法で目躍し、南端には周縁効果を除去するた

め番外区の箱をおいた。 4月27日、それぞれ所定のシュート密度となるように盤

技した。

肥料は、 N:P:K=13:13:13の化成l肥料を l箱当たり 16.6g(100m2当たり Nが lkg) ず

つ、 4月 19日占 5月 19日に与えた。描水は、必要に応じて箱ごとに行った。

調査は、 5月 11日から 6月1日まで 1週間おきに、茎長、間触、茎控を測定し

た。 I~ 躍は、原略的な切り1Jîl として、第 1;{~ (頂花〉が枯死した日!と行った。 切花

調査では、小花散を I~霊と考え、師拙、 l次側技数、 2 改~l!枝散、 ユニット散を収

畳欄成喪諜(第十10図書照)として、それらの総散を数えた。

デ}タはパス解析法を用いて処理した。パス解析は¥'Iri gh tによって考案された因

果骨折法の一つで (23，75)、社会科学をはじめ、畜産学における辿伝事の解折、岡芸

学、作物学における I~畳解析などに用いられている (29 ， 46)。パス解析では、変散問

の相聞の大きさを直接あるいは間接の因果迎鎖 l己分解し、その相対的な効果の大き

さを比較するととができる(23)。本実験では、 己のパス解析法を用いて、 I~ 畳梢成

要需を大きさの順に並べた場合、それらがどのような因果的効果を及ぼしながら最

終的な小花拙!と至るのかを明らかにしようとした。

2. 結果および考察

1 )シ旦ー:トの生育!と及ぼすシュート密度の影鰐

シ品ートの生育は密度の影響を大きく受けた(第十2~賢)。切花重、茎極、 1次側

枝触、 2改側枝触、ユニット触、小花散は、箱当たりのシ且}ト密度が高くなるに

つれ植が小さくなる師向があった。 しかし、 1箱当たりで比較すると、低密度の l

X 2区、 2X2区、 6X 1区を除き、総切花車、総小花散はほぼ等しくなった。樺

崎と吉良はダイズなどを用いて植物価体昨の密度効果の研究を行い、栽拙官度 lとよ

り平均個体重などがE化するが、最終 l囚畳は密度!と間保なく一定となることを報告

している(24)0 これは最終収量一定の法則と呼ばれているo 本実験の結果からシュ

クコンカスミソウでも同法則があてはまり、単位回顧当たりでみるとある植を上眼

として、シ A ート密度 1"-応じてシ zートの生体亜や小花散が決まるのではないかと

考えられる。本実験でsl!用した木箱の聞朝 (0.22m2 )から推定すると、 1m2当たりの

生体重の上 11[i!は 4.500---5 ， 00旬、小花拙の上限は 18 1， 000~ .l 90 ， OOO個である。本実験
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の 4X2区以上の密度区ではシ旦ー卜密度が上限 lこ週しており、 このよrうな場合、

シ旦ートの生体重と小花散は、上限価÷シ A ート散となる。 6X 1区以下の密度区

は上限!こまで述しておらず、 ポリ旦ーム感のある高品質の切花が得られた。実 l隈栽

培の栽植密度は本実験の lX2区、 2X2区!と近い。 ζ れは市場の要求 lこ応え、高

品質の切花を生産するためと考えられるが、本実験の結果より、 l民畳という観点か

らみると単位面鞘当たりの生産性はかなり低いといえる。将来、流泊出構の変化に

よって出荷韮噂が多棋化し、枝切りした花も出荷が可能となれば、栽拙密度は現在

よりも少し高めてよいのではないかと考えられる。

仕立て本散は、シュート密度に比べると臨騨は小きかった。ただ、 4本仕立て区

(3 X 4区〉の切花は同じ密度の仙の区 (6X 2、 4X3区)に比ベ、町散が多く、

側技が少なし小花も少なかった。逆に、 l本仕立て区は師散が少なく、相対的 lと

側枝や小花散が多かった。

第6-2表. シ且ート密度が切花形質に及 11す影鰐

シュート 切花軍(g) 茎径(剛) 師数 一次側技数 二次側技数

密度

6X3 61.2土 3.8 5.45土0.11 26.1土0.3 18.6土0.3 92.5土3.7
8X2 70.2土 7.4 5 9土0.16 26.2土0.4 18.2士0.7 90.5土8.3
6X2 88.5土 7.8 6.03土0.14 25.4土0.3 19.7土0.3 112.9土5.8
4X3 89.6土 5.8 6.05土0.12 26.2土0.3 18.5土0.4 113.5土4.7
3X4 84.0土 8.1 5.63土0.18 26.8土0.3 17.8士0.6 91. 5土8.7

4X2 125.6土 8.8 6.60土0.15 '25.6土0.3 20.5土0.5 133.5土6.。
6Xl 165.5土 8.7 6.9ヰ土0.18 24.5土0.5 22.2土0.5 150.8土6.4
2X2 217.6士18.1 7.82土0.24 25.5土0.3 21.1土0.4 161. 0土6.3

lX2 273.0土 7.3 8.41土0.11 25.0土0.6 21.0土0.7 176.0土1.6

シュ}ト ユニット数 小花数 一箱当たり 一箱当たり

密度 総切花重(g) 総小花数

6X3 329.8土22.0 2325.2土215.1 1101.4 41853.5 

8X2 330.6:1::38.6 2544.7土369.6 1123.，4 40714.5 

6X2 448.4土34.5 3450.8土411.5 1061.7 41410.0 

4X3 468.3土30.9 3440.7土300.1 107，5.6 41288.5 

3X4 368.8土42.6 2931. 5士378.3 1008.5 35177.5 
4X2 585.5土42.8 4871.5土416.7 1004.7 39772.0 

6Xl 689.1:1::44.5 5847，8土433.9 993.0 35087.0 
2X2 872.8士66.5 7670.6:1:792.7 870.4 30682.5 
lX2 952.5士24.9 10086.7土336.2 545.9 20173.5 

シ旦ート密度:定植株数×株当たりの仕立て*散
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2) 1m盟拙瓜要諜の/.'¥ス解析

師数、 1次皿IJ枝数、 2次nlll技融、ユニ引ト蝕、小花散は、生長とともに栽培国境

の影響を受けながら、この聞に散が決っていく o そこで、韮怪を外生夜勤、これら

のIrz畳構成喪諜を内生変散として一、完全t連 改 モ デ )1.'でパス係散を推定:した。

パス解析法では、相関係散を直接効果、 11f1接効果、関{以相聞に分解できる(23)。

第6-7図に相関岳散とパス係散との聞の聞係を示 tft.o P21、 P 32、 P 31がパス慌蝕

・であり、それぞれ Xlから X2-.. X2から Xh，Xlから X3への直接効果を示している D

間接効果とは、図で XIカ!X 2を介して Xalと及ぼす効果のこ lとであり、 P21XP32で

去される。挺{以相聞とは、矢印!と逆行したパスをたどって X2が X31乙及ぼす効果の

ととであり、同~ ¥パス係数;を用いて P21 P 31と表される。 したがって、 XIとX3

との問の相関係数 r13は Pa 1十 P21XP32、 X2とXaとの聞の相聞係数 r23は P32 

+P21XP31となる。パス係数は+であれば正のh ーであれば負の効果を示し、絶

対値が大きいほど強い彫器を及ぼすことを意味する。

P31 

戸ーーー一一一一一一一一戸 一一一一 一一一一ー

相関係数=直接効果十間接効果十疑似相関

直接効果 P21，P:32， P31 
間接効果 P21X P:32 

(XlがX2を介してXs(こ及ぼす効果)

焼似相関 .P21XP31

(矢印に逆行したパスをたどってX2がX3に及ぼす効果)

XlとX3との相関係数 r13 == P 3 i十P21XP32

X2とX3との相関係数 r23==P32十P21，X'P31

第 6-7図.相 l珂係拙とパズ係散との聞の問慌
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シ品クコンカスミソウ切花における各形質の相関係散を第 6-3表に、パス解析の結

果を第8-8図Iと示した。師数、 l次側枝散、・2次側技数、 ユニット散、小花散に対す

る韮径のパス係触は、それぞれ -0.520、 0.686、 0.725、 0.589、 0.408となり、収置

構成喪悲のいずれにも韮笹が直接的に強く臨轄する乙とが示された。韮笹と小花散

との聞の相聞係数は 0.985であり、!日1接的な影響を色めると、茎径が小花散!と強，く影

響する己とがわかる。茎径と師散とのパス保融(この場合は相関慌散に等l しい〉は

マイナスであり、 とれば茎が太〈なるほど師散が少なくなり、 l花芽分化が早く起こ

ることを示 I史している。また、小花散に封するパス係数は、ユニット散がプラスで、

1改側技数、 2改側技触はマイナスとなった。 己れは、 ユニット散は若手いほど小花

触が多くなるが、側枝が多くなりすぎるとかえって小花散が減少するととを示して

いる。パス解析の結果から、単位而割当たりの生産性を高〈し、小花の多い切花を

得るためには、栽粗密度や盤技により、栽培全j目を酒じての茎径の制御が重要であ-

ると考えられる。

茎笹

茎笹

師数 -0.520 

一次側技数 0.513 
二次側技数 0.888 

ユニット数 0.951 
小花散 0.958 

0.686 

第6-3表.切花形質の相閲

師数 一次側技数二次側技数 ユニット数

.-0.520 0.513 0.888 
-0.024 -0.408 

-0.024 
ー0.408 0.666 

"'"0.472 0.564 
-0.562 O.司72

0.408 

0.589 

0.725 

0.006 

0.090 

'0.666 

0.930 
0.862 

0.951 

-0.472 

0.564 
0.930 

0.960 

小花数

0.958 
-0.562 

0.472 
0.862 

日.960

SD:茎笹 川:師数 Ps: 1改側枝蝕 Ss: 2次側枝散 UN:ユニット数 FN:小花散

部6-81&1. 収量柿成要諜のパス解析
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3 )茎笹の経，時宮イじ

J!>(置に関与する重要な形曲的パラメータとして、茎桂の変イじを経 JI寺的 lと調査した

(却 6-9図)。シュートの茎笹は、栄控生長の|問、株当たりの仕立て本散の影盟を受

けた。摘IL¥後 1か月!とあたる 5月 11日の茎民は 3......， 5cm，節触は 6~7 町であっ

た。茎怪は仕立て本散の少ないものほど太くなる師向があった。 しかし、花;5io分化

後、掠が部茂すおようになると、韮笹には徐々に νAート密度の影響の方がつよく

現 れた。指膏(6月上旬)から開花(6月下旬)に至るまでの聞に、低世区区では

茎径が著しく大きくなった。最持的な切花では、茎笹 iこは密度の彫笹が強〈残り、

仕立て本散の~聾は 4 本仕立て区 -(.3 X 4区)を除き小さかった。 シ品クコンカス

ミヅウ Iの茎の肥大には茎葉紫斑!とよる相互遮蔽が強く影轄するのではないかと考え

られる。
図 5月11 日図 5月 18日図 5月25日園 6月 1 日圏 I~m時

(師団〉

8 
圭

笹 6

4 

2 

。
6X3 8X2 6X2 4X3 3X4 4>く26X12X21X2

ジ品ート密度

部6-自国. シュート密度が茎怪の経 11寺m.:化に及ぼす車部

4)生育と開花

前町で述べたように、 シュクコンカスミソウの生長と開花は単純な pipe肌odelで

理解できる。 1個の花におIして l本の単位パイプが対応し、茎は花の散に等しい本

数だけ単位パイプが県まったものとみなすことができる。

主韮、 sII枝はいずれもその太さで売出の程度が左右され、太いものほど分枝が多

く、たくさんのユニットをつける。同府11;::、ユニットも花序羽hが太けれ lばたくさん

の小平Eをつける。ユニットや小花をつけられる太さに述しない側枝やユニットはUlI
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花に至らない。

シュクコ νカスミソウの花序は、第8""'10図のように、上位の聞に花序軸が太〈て

小花散の多いユニットがつく o 中位聞では、 l改側枝は太くて長く、多くのユニッ

トをつけるが、ユニットの大きさは上位師 iどJ:tべると小さい。下位聞では、 1次側

技は細くて発達が悪く、 2次側技、 3次側枝、ユニットはアラインドとなるものが

多い。このように、上位節ほど尭述のよい大きなユニットが着生するのは、シュク

コンカスミソウのユニットの分砲が上から下へ求基的 lこすすむためと考えられる。

中位~下位町のユニット l立、同化産物の競合や相E越田!こより、尭述が制限される

のではないかと考えられる。 シュクコンカスミソウでは、シ A ート密度が上限を超

えると、単位面積当たりの生体重と小花散が一定になった。 これは、 シュート密度

が高くなると、相互遮蔽の程庄が大きくなり、細い不開花の側枝やユニットが相対

的に多くなるためと考えられる。

第 8師 サイトカイニシ散布処理による花序発述の制御

シュクコンカスミソウは対生で、各節位に 2 故の m と二つの臨~:を分化しながら

尭述する。上位の 3-4即では、 Jll?i芽は両方とも亮述し、 ml花側枝となる o しかし、

それ以下の師位では、臓芽は片方しか尭述せず、開花側枝は l聞に 1本ずっとなる。

本節では、切花品質の向上を目的 lと" OlIJ枝の尭謹但進効果のあるベンジルアデニン

(BA) (L1， 25)1とより花序尭述の jlilJ御を試みた。

1. BAの散布時1Ul7J~担1) 枝の尭生に及ぼす影輯

栄並生長 J~J から生殖生長 J聞にかけて時 JUI を変えて BA を散布し、散布時 1m がシュ

クコンカスミソウの生育、側枝の拍生、開花 iこ及ぼす影響を調査した。

1 )材料および方法

1 986年 3月iと押し木 Lた成制(を戸外で越冬させ、 1 987年 2月5日に、夜

祖を 8・C以上に維持したガラス室内に定植した。栽培は慣行怯に埠じて行った。品

初は株当たり 5本仕立てとし、 BA 散布H寺にそのうちの 2*を花芽分化の制器用に

サンプリングした。

BAは、拙度 10UppnでIween20をO.1% (v / v)加えて諮問散布した。 散布開始日は、

3月7日(処理 1)、 1 4日(処理 2)、 2 1日(処理 3)、 2 8日(処理 4)、

4月4日(処理 5)とし、いずれも 1週間おきに 2田ずつ散布した。
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調査は、 1区 6株 18シュートで、 BA散布時の茎長と節数、 定植からの到花田

数、 収穫時の上位 10節の側枝散と小花散を調べた。

2 )結果および考案

B AIま、 無散布では発生してこない第 6節以下の 2本自の祖.lJ技の宛述を促進した

(第 6-'{表)。 BA 散布 iとより先生した側枝は、 やや羽勢で、 初 !UJの艶述は退かった

が、 強勢な側技 iζ 比べ開花は遅れなかった (第6-11図)。 別に行った散布糟度と散

布団数の実験結果も含め、 BA散布処理の影響について要因別にまとめると以下の

ょうである。

第 6-4表. BA散布処理が側枝の発生および開花に及 lます影響

処理区

然処理

処1盟l

処理2

処理8

処理4

処理5

散布UII始日

3月 7日

8月 14日

8月21日

s月28日

4月 4日

倣布UlI始時

の1lJIl!i

8.6 

9.3 

13.1 

16.1 

18.6 

散布Uflk台時

の主~~(c・)

4.2 

7.3 

13.3 

20.6 

32.1 

:z y 

到iE日数段小花敏郎位

92.6 8 

93.6 a 

96.7 b 

98.1 bc 

98.7 c 

100.2 d 

3543.2 

・2835.1

2230.9 

1788.9 

2 3 4 

2.0 2. I 2. I 1. 9 

2.0 2.1 2.1 2.0 

2.1 2.1 2.1 2.1 

1. 9 2.2 2.1 2. I 

2.0 2.0 2.0 1.9 

2.0 2.0 2.0 1.4 

創且一位

5 6 7 

1.5 1.1 1.0 

1.9 1.9 1.8 

1.9 1.8 1.6 

1.6 1.4 1.1 

1.5 1.2 1.0 

1.1 1.0 1.0 

z 定値目からum日までの日数(呉なる文字に 5%で有1a釜あり) y:上位 10節のm小花数

第十 11図. B A 散布処理が側枝の発生に及ぼす影響
(左 f!!~ 処理区、右:処理 1 区)
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(.1)生育 lと対する膨聾

BAを散布すると、数日聞は華町1、生育が握れた。乙れ lは、 BAにより掘の尭 l述、

活動が抑制されたためと考えられる (33)。 また、 シュートは接小イじし、読緑色にな

った。L..かし、散布:を特了すると生育は元 iと戻り、散布時JUIの盟かった処理 4、処

理 5を除き、開花時には BA散布のそのような影響は技らなかった。

( 2)開花 lと対する臨聾

BAの散布時JUIが埋くなるにつれ、到花田触が多く、上位1-0節の総小花触が蹴

少した(第 6-4表)0 B Aは小花原基の分化。琵述を抑制するのではないかと考えら

れるo

(3)8 A散布時JUI

本実験の花芽分化時JUI!立、顕概観観察 lこより外観で 12師前後と推定された。 し

たがゥて、処理 1、 処 理 2は花芽分花前、すなわち栄聾生長期における散布であり、

処理 3、処理 4、処理 5I立花芽分化後、すなわち生殖生長に入った後の散布であっ

た。

中位節の sIIJ{支lの斑生は処理 1で最もよく、散布時j聞が盟くなるにつれ、側抜が 2

本とも先生する即位が上昇した。 シ且クコンカスミソウでは、自で見える最上位師

よりさらに 10町先まで誕の分化がすすんでおり、 sU芽の分化はそれより遅れるo

処理 11ま、第 B即から第 10聞の sl!芽がちょうど分イじする H寺j目に相当していた。 こ

の結果から、組Il~ の分化時期に BA を散布するとその側穿の生長が促進されると思

われるo 一方、花芽分化後の散布では、逆 lと1改側枝の知生が抑制吉れる傾向があ

り、また個々の小花がいわゆる「だんど花」のように大型化した。以上の己とから、

BAの散布は花芽分佑前の拙I 理 lの時期を目安に行うのがよ〈、 i旦くとも花野分{じ

までには拙布を耗わる必要があると思われる。

(4) B A散布回数

キクに 5 日間隔で BA を散布した実験では、 BA の拙物体内の~劫 ~UI 聞は 5 日程

度と推定された (17)。比較的説効期間が担いことから、 2本とも側技の先生する師

位を多〈するためには 2回拙布するのがよいと思われたが、 l聞でも適当な時JUJに

散布すると十分な結果が得られた。別に迎続散布区も説けて実験したが、散布団拙

が多くなると生育が著しく inll!~J された。
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(5) B A散布減度

100pp固では、茎がねじれるなどの奇形が発生することがあった(第十 12図)。別

の実験で、濃度は 50pp皿がよいと思われた。

第 6-12図. 100pp闘の BA散布処理により先生した奇形
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2. BA散布処理が花序の構成 l乙及ぼす膨轄

1 前項の実験において、I 栄誕生長JUl1:とおける B'.A の散布処理が 1 改 ~IIJ 枝の先生促進

に有効であることが示された。本唄では、 2次D[I)技やユニットについても調査を行

い、 BAがシュクコンカスミソウ花序の構成にどのような臨響を及ぼすかを詳しく

調査した。

1 )材料および方法

1 9 8 7，年 8月12日1<:抑し木し、ポリポットで育苗した後、 日月 29日に露地

lと定植、そのまま越冬させた。 1'9， 8 8年 3月 1日， Iと路地より姻り上げ、 3sc田X60 

cmX深さ 18cmの木箱に 6i*ずつ I定植した。株は、 2本仕立てとした後、過挺茂を避

けるため、下泣 10聞の側棋を取り除いた。

BA は、散布雄度が50ppmと1'00pp凹の 2区、散布時Jnjが花草分担前(3月 20日散

布開始)と花芽分化後(3月 S0日散布開始〉の 2区で〈組み合わせてn-J・ 4!Zの処

理とした。 I散布はいずれも 10日間隔で 2回ずつ行った。実験は 1区 2和 24シュ

ートで行った。

調査は、 ジュートについて、 括苗日、 sII花目、藍・民、節制、 l改側枝触、 2改s(IJ

技融、切花畳、総小花数九それぞれのユニットについて、新鮮壁、花序 ij[lhの高話、

小花故、知連した小花の品高次散を銅ベた。

2 )結果おl よび考察

(1)シュートの生育と聞花 l己及ぼす臨響I

BAの散布効果は安定しており、前理とほぼ同様の結果が得られた{却 6-5表)。

第 s""'5表. BA 散布処理による切花形質の変化

処理区 割花日l散切花盛韮長 師蝕 小花散 側技数

(g) (61l) (1次〉 (2凶改)

無処理区 77‘5 105.2 90.3 25.7 3208;7 21. 5 135.1 

前期 50pPlil区 80.2 1'22..8' 87.4 2~.7 3433.5 26.4 178.9 

前期100ppm区 81. 9 114.2 87.2 24.7 3053.5 26.6 191. 5 

後期 50pp四区 79.1 10s.5 88.0 24.9 2325.3 22.9 160.2 

後期lOOpp田区 82.7 112.8 90.0 24.2 2332.6 22.0 151. 5 

ー108-



BA  散布により、発留、開花がやや遅れた 。散布濃度が高い区ほどこの傾向が強か

ったが、発苛から開花までの日散には差がなかった。発曹と開花の遅れは、 BA散

布直後 iこ一時的 lこ生育が遅れたためと考えられる。

茎長 lま、花芽分化前 iこBAをi政布すると短くなる傾向があった。節散は BA散布

区で 少 な く な ったが、個体差が大きし BAの節数に対する直接的な影響はわから

なかった。切花重は BA処理により増えた。茎長や切花重 lとおIするこのような BA

の影響はキクほか多くの植物で観察されている。

側枝は、 l次側枝だけでなく 2次側枝散についても、 BAによ り 発 生 が 促 進 さ れ

た。 sIIJ枝数は花芽 分 化 前 に 散 布 し た 区 の 方が多くなった。これは、前項で考察した

ように、 BAの散布 H寺lζ 分化中であった側芽の先述が促進されるためで、花;!;F分化

後では散布が避すぎるたと考えられる。 2次側枝の発生は切花のポリ品ーム増大に

効果的であった( 第 s-13[ro)。

第十13図. B Aの側枝先生促進効果(左:昔話処迎、右:花芽分化布iBA50ppm散布)
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戸 iJ~ 花散 l立、、個体のパラ引キが大きく、有意差までは認められなかるたが、前 JUJ 50 

p.p田lZiで増える傾向にあった。一方、後却l散布Eは拙度に関係な・ (/J¥花散が減少した。

(2)ユニットの尭i主主開花 lζ 及lます影響

個々のユユザトの尭述 lま、 BA処理 iζ より抑制官ねたり(第6，，..6表ー)0 'ユニツr トは B

A 1;::より艶連改触が低-下し、 l 新鮮盟、小花散が蹴少'1:，た。特に後期散布区で著しか

った。データ!とは示 Lていないが、ユニッドの触は BA Iこより増え，た。花序の構成

からみると、 BAは小花の少ない小さなユニットをたくさん着生させた。

部6，，6表.BA散布拠理によるユ ι ットの形質の宮北

処理区 新鮮畳 制l直径 小花散分岐改数

(g) (回皿)

無処理区 0.22 0.78 21. 9 4.8 

前期 50Tp旭区 。'.17 0.78 15.2 4.2 

前期100pp臨区 0.19 0.83 15.9 4.2 

境期 50ppm区 0.15 0.73 11. 8 3.9 

後期100ppm区 0.16 0.83 12.8 3.9 

(3)花席の知連特性と BAの有用性

シ ι ク :::t'~ カスミソウの小花散は、ユニットの故主ユニットの大きさで決まると

考えられる。す芯わち、小花故 15'の1]¥さなユニットが 200個着生しでも、小.:{E

散 30個の大きなユニットが 100個着生しでも切花の総小花散は 3，000佃と

なる。ユニッドの散と大きさは、栽培環境で変動することが第 1師で明らかとなっ

たが、 BAの葉国散布によっても変動することが本師;で示された。

シ品クヨンカス，ミソウは、 そIの開花特性として、全 IJ¥18が同 11寺lζ は開花しない。

実際栽培では 8~9 分暁告を切り自îi として収離されるが、小花の持命 lま短〈、 l旧植

制坦，れると小花が相WZ'し、切花品質を著しくt 低下ーさせ、る。
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小花の開花が揃わないもっとも大きな原因は、 ユニットカt 岐倣花序であり、 ß~ 1E 

が 1次から高次へと順!こすすむことにある。ユニットが発述を続けて次数が高くな

ると、 l次の小花が開花しても 高次 の花は 菅 の状態にある。 高次 の花に収穫を合わ

せると、 1次の花はすでに枯死して褐変している。 シュクコンカスミソウでは、ユ

ニットが高次まで発述すると開花が揃いにくく、逆 iこ、総小花散は同じでも、ユニ

ットが小さければ開花は揃いやすい。

以上のような花序の発述特性から、商品質の切花を得るためには、ユニットの散

と大きさの制御が必要であると思われる。その点、 BAは非常に有用である。花芽

分化前に諜而散布するだけで、。I11枝が噌えてユニットが増し、それぞれのユニット

は兜迷が抑えられて小さくなる。 50pp皿では極端iな小花散の減少もなく、切花品質は

向上する。散布はまだ株が小さな時 JUI(本実験では、茎長約 5c町、即蝕 8前後の株、

第6-14図)に行うため、 薬液も労力も 少なくてすむ。収穫JUIには BAの恕影響は全

く残らないことから、花序の品質改善に BAが利用できると思われる。

第 6-14図. B A 散布適JUIの株(左側のシュートが散布週 JUI。右側のシュートは生育
がややすすんでいる。)
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第4即 シュクヨシカスミソウ花序の構成主尭連特性(要約}

シュクコ νカスミソヲは、その極小名 p.ani cu la t8の意味か iらこれまで円雄花序に

分類されることが多かったが、花序におけるユニ lットおよび小花の分化、尭述 11目序

から、岐拙花序l己分類するのが妥当であると考えられた。すなわち、ラシュク :;Jンカ

スミソウの花序は単一の故散花序の集合体とみなすのがよいと考えられた。

花序の艶述は非常に規則的であった。シュ}トレベルでみると、主茎、側枝とも、

小花散と茎の断面積との聞に高い相関閲揺があった。ユニットレベルでは、艶遇し

た小花の最高次数、 IJ¥花敵、新鮮重と花席自11の直在との問に高い相関間保があ ρったロ

小花触を I~ 畳とし、師数、 l次側枝散、 2次側技数、およびユニッ b散を収盟椛成

要謀、茎桂を外生夜勤として、 これら 1&畳構成要需のパス解析を行ったところ、い

ずれの喪需に=も韮怪が拍〈関与 Lている ζ とが i旧与かと lなった。栽培全Jlflを泊して

韮笹が太くなるように管理することが、小花散の多い切 :{Eを得るために亜喪である

ことが示暁された。

シ ι クコンカスミソウ l立花序先誼の可変性が大きく、栽培 H寺JmIこより花序の梢瓜

が大きく夜勤した。容から 2更にかげで定植時WIが週〈なるほど、到 :{5日蝕が少なく

低師位で花非分イじし、室長lが短く、生Eが小さく、。lj枝および小花が少な〈なった。

一方ユニットは、定植時期が埋くなるにつれ、花序軸が太〈、生霊が大きく、小花

の先述改散が高く、小花散が多〈なった。ユニットの散と大きさは相反する形質と

して季師変動した。

:{E序括連 tcl:、花芽分北前の BA散布処理により人為的に ffil]世11することができた。

50ppmの拙院でm;而散布することにより、 1改mll枝、 2次ntll枝が i甘え、花序のボリュ

ームが増 Lた。また、ユニットの艶述次触が下がり、日n:{E JUIの揃った花序を生産す

ることが可能であった。
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第 2章か lら第 6平にわたり、供試材料ごとに花序の構成と琵遣を調べてきた。本

軍 lでは、それらの観察結果をもとに、岐散花序の尭連過程をモデル化し、盟 lとより

花障の形状や構成が異なる原因を担論的 iと考課 Iした。

第 l節 理による花序括述の特異性と可変性

すべての岐散花序が規則的lζ 先述するなら、その尭述モデルは単純な回帰式で表

せる。 しかし実際には、花序の兜述過程で極の特徴的な先述特性がはたらくため、

現象としての花庫覧連は非常に組事Itで、-単純な数式では阻述できないと考えられる。

以下に花序の構成を祖雑にする先述特性についていくつか考察してみた。

1. 同担産物の花陪(の分配置

前章までに考察したように、 l同化産物の競合が小花のアポーションの最も大きな

l原因と考えられる。 したがって、花開であれ、栄盤器官であれ、 1株のなかで同!I寺

に掛合するシンクの散が多くなるほど、花序において小花のアポーシ E ンlま不規則

に起己りやすくなる。

同也産物の分配輸相は花序が頂生であるか眼生であるかによりかなり異Iなる。 ~E

序が頂生する盟類は、一手l民き性で一定の栄控生長を粧てから生殖生長 lこ転接する、

ものに多い。本拍文の供試拙物ではポインセチア、 カランコェ、シュクコ γ カスミ

ソウがとのタイプに相当する。 このような置においては、栄笹生長中の株の生長程

度が花序の覧述 iこ影響し、同化産物の融合は主として同一個体内の花序問で起とる。

ょっ lて、花序の知連と楠戚には同時に尭述する l枇当りの花 j事故が主に i記轄する。

一方、花序が眠生するものは、四季咲き性で栄控生長と生拙生長が並行して遮む担

額 lこ多い。供拭植物ではベゴニア，センパフローレンスとベゴニァ。ルツ'")レナが

このタイプ lζ 相当する。 これらの極では、花序の尭速は株の紫茂程度、すなわち分

技の散に臨輯されるe 供試拙物どとに花序の先述様相を同化産I物との l則係でもう少

し昨しく述べると以下のようである。

1)ベゴニア eセンパフローレンス

低時f位の栄盤芽が次々と新しい ~ll 枝を分佑しながら艶述するロ側枝はいったん花

序を着けると、それよりよ位の町iのJJ自芽はすべて花序になる。したがって生長とと
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もにシンクの散が増えていく。 また生長が非常 lと連く、 g[季では 3ないし 5日で 1

故毘葉し、 1聞に新たな花序を一つ分佑する D 競合するシンクの散が多いうえに生

長が速いことから、植物体内では相当融 Lい間佑産物の奪い合いが生じていると考

えられる。ベゴニアーセシパフロI ーレンスでは小花のアポーシ日ンは不規則 lζ 起こ

りやすく、最持的な花序の梢成ほwz砲に富んでいた。

2)ベゴニア・ Jレツ ιJレナ

閉じベゴニア周でありながらベゴニァ。セシパフローレンスとは異なり、すべて

の臨芽が花序になるわけではなく、栄控芽となり側枝として尭連する場合もある。

臨穿が花序となるか栄華芽となるかは不規則で、植物体内の栄聾条件 lとより決まる

と考えられる。生長は週く、同時 iと尭述する花序も少ない。 1~ 序は肢散型分岐部安

定し、小花散の変動も比較的少な M。

3)ポインセチア

韮の上剖の各語版に形成古れる単位組合1E序 Iil:形閥的 lこは同等であるにもか lかわ

らず、よ位の三つが強割に尭述する。平均的な ~JHとおいて、上位三つの単位組合花

序は 3~4 改まで岐散型分岐を掛り返した後、互融型分肢を続けた。巨大な包葉が

同化産物のソ}スとしてはたら〈ためか、 1E序艶述に必要な短日条件が続く I!N'り、

花序の艶迫も続いた(第4-18図)。仙の岐出花序 lまある次散になると艶遣を完全に

静止する己とから、ポインセテアの花序の無限性は置として非'ffi・ lこ特徴的であると

いえる。

4)カランコエ l

放任栽培 Lた一年生のカランコエは数個の花序を形成する。植物体内の同化産物

の分配が比較的安定 Lでいるためか、各花序の構成は比較的安定している。小花の

アボ}シ s ~も非常に規則的である。

5)シュクコンカスミソウ

平均的なシュートで4OO~600 のユニットを着生する。ユニ v トの分化艶謹は頂部

から下位節へと求基的1と進む。上位却に着生するユニットは、初 jijlの比較的同化産

物の臨合が少ないときに先述するため、それぞれが強勢で、小花散の多いものとな

った。一方、中ヶ下位師 lζ 着生するユニットは、開勢で由連改散の低い、小花散の

少ないものであった。多くのユニットが同時 lζ 尭遇するため、I 植物体内ではかなり

激しい同化産物 Iの蹴合が起とっていると考えられる。
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2. 性表現

ベゴニア類は雌雄同株であり、雄花と雌花lからなる岐散花序を形成する。ベゴニ

ァ。セシパフローレンスにおいては、花序は雄花のアボーシ H ンと雌花の分化によ

り知連が止まる。本実験の結果では、雄:{Eのlアポ}シ目ン lとは同化匝物置が、雌花

の分化には外的要因として温l度(特に夜祖)が、内的要因として同也産物量が聞係

していた。 ほかに環境喪因として、土崩の控分 (42)と強光 (39，49)が雌花の分担を促

進ずることが報告されている。ベゴニア・センパフロ}レンスの花序は栽培条件に

より、分断次数、小花触が大きく変動した。ベゴニァ。 lレツェルすでは、琵述途中

のMnEのアボージロンはほとんど観察されなかった。1...たがって岐散型分岐は安定

しており、花1frの構成としては雌花の分化改散が変動したa 雌花の升化は、誠先処

理の結果、同弛産物畳 iとより変動する己とが観察された。

3. 花序の着生方向

花序の知連をモデル化するには、花序のさまざまな部位や器官の形脂的・槻能的

な迎聞を明らかにしておく必要がある。岐1世花序の小花の分化尭速は細〈て長い花

Jf，軸の先端で起こることから、花.序の尭趨 lこ対して花序軸が機能的に重要な投書11;を

果たしている己とがHrriJlll古れる。 :m序副11の支持機能 lと着目して調査を行っ tところ、

上に向いて花序が発述する拘ランコエとシュクコンカスミソウでは九分化した小花

の最高次数、，小花数、新鮮軍は、"iE停車Iiの直径と非常に高い相間関係が認められた

(諦 5-3、 5-4、 5-5，6-3， 6-4、 8寸図)0 これらの砲では、花l亨軸の直径をパラメ

ータとする先述モデルが考えられる。 しかし、花序が垂れ下がり、下に向かつて尭

連するベゴニア oJvツ zルナでは、花序取Iiの直径と雌花教の間!とは比較的高い相関

|見掛(r =0 • 84 )が認められたが、花序申111の直在と新鮮重の同!とは一定の間保が問、め

られなかった(節7-1図)。重力に抗して花序を支持する必要のないベゴニア・ルツ

.:<. Jレナでは、花序曲Iiの支持機能は艶迫しないと考えられる。

4. 花序 j~~ の分岐角度

花序のキャノピーの品終的な形状は、花序取11が蚊散型分岐によって 2分岐すると

きの分岐角度と長さによって決まる(節 7-2'図)oM  U rJ' a y (6 6 )は、人の動JlIiiがエ lネル

ギ}最小の盟問的な分岐をすると仮定すれば、却1)JlIiiの半笹と分岐角の聞には却7-3図

のような関係が成り立つことを報告 Lている。 この間保式は、動脈が ~I: 対称に分岐

する場合、分岐角の小さ M方の動脈が大きい方 lと比べで太くなることを示している。
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第 7-1図.ベゴニア・ルツ zルナの花序の新鮮重と花序 iJ;11の 匝 笹 と の 問 の 閑 係

対称分肢の場合は 2本の動脈は同じ太さになる。同じように 2分岐する花序割11にお

いても同棋の関係が成り立つのではないかと考え、 カラ yコエとシ且クコンカスミ

ソウについて調査を行った。[:用係式を成立させる雌密な数値解まではえられなかっ

たが、調査したそれぞれ 30 サンプ Jレについて、対称分岐の場合は花序if.~1 は同じ太

さに、非対称分岐の場合 lとは分岐角の小さい花序踊I1の方が大きい花序ijidlに比べ太く

なっていた(鮪7-4図)。花序軸の太さに よりその iMIiと着生する小花拙が変わるため、

花序 iMIの分岐拘肢により小花の空間配闘すなわち花序の構成が変わることになる。

5. 小花の大きさの可密性

かたちが同じで大きさの異なる生長、いわゆる相対;生長(8 Ilo m e t r y )は花町の由

連をモデルイじするうえで最も離しい問聞といえる。 1E序割IJの 太 さ を パ ラ メ ー タ と し

たモデルを考える場合、花序 ijqlJの太さが同じでも、小花の大きさの可変性により~

大き な 小 花 が 少なく、あるいは小さな小花が多く着く場合が考えられるo

供試材料のベゴニ lア・ Jレツ品ルナ、ポインセチア、 カランコエ Iこ対して黒色諜冷

紗による誠先処理!を行ったところ、 これら B砲の同化産物 lと対する反応はそれぞれ

異なった。同他産物が相対的に減少する状 況下で、ベゴニ 7 ・1レツェルナは相対的

に小さな小花を着けながら岐散型分肢を続け、カランコエは小刊の大きさを変えず、
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小花をアボートさせながら互散型分岐を続けた。ベゴニア・ルツェ Jレナは小花の大

きさの可変性が大きく、 カランコエは小さいといえる。ポインセチアは両者の中 UII

的な発述をした。

第 7-2図.花序のキャノピーと花序取hの分岐角度および長さとのr:nの関係
(カランコエ)
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部 7-3悶. MUrI'8y(66)による動脈 の 分 岐 角 度 と 半 径 と の 間 の 関 係
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第 7-4図.花序取hの分岐角度と太 さ と の Illjの凶係(カランコエ)

第 2節 花序の発述モデル

岐散花序が非常に規則的な岐i政型分岐をすること、および、花序平Ihが分岐の 11寺Ilfl

的 な差により相似形になっていることから 、 モ デ lレは花序軸の直径をパラメータと

し、分岐次数ごとに花序取hが一定の数列関係で純|くなっていくものとして考えた。

本聞では、樹木や l(n管の分岐の規則性を 澗ベる隙 lこ使われる直径指数(1¥0)を用いて

花序知連の漸化式化を試みた。

1.材料および方法

実駿 iこはカランコエ‘レッド・グロウ'とシュクコンカスミソウ'プリストル・

フェアリ-'を用いた。 カランコエは 1988年 5月 31日に押し木し、 6月 17 

日に 36c回X60cm X深さ 18cmの木舗に定拙した。栽培は 8・C以上に加湿したピニルハ

ウス内で行った。 1989年 4月に 自然日長のもとで un1Eした花序について澗査し

た。

シ A クコンカスミソウは 1988年 8月 9日lこ押し木し、 2.5号ポリポットで脊苗
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した説、 日月 2 1 日に露地に定植した。越冬し、十分な低温を受けたお~を 1 :9 89 

年s月白日 lζ 嗣り上 Iげ、 360皿X60cn X深さ 180皿の木箱 iとB株ずつ定l植した。その後

2本 lと盤枝し、 1 2・C以上に加温した A ウス内で栽培したo ，5月下却に開花した花

序について調査した。

第7-5図に示したように、岐散型分岐を二I又骨抜とみなし、国の閲品式をみたすム

を直径指数とした。 カランコ工、シ品クコンカスミソウとも、花序車IJの太さの異lな

るユニットをサンプリングし、 1次から 4改までの花序車IJの直怪をn!IJ定した。花序

南11が完全に正円でない場合は長径を直径とした。叶算はパーソナルコンピュ}タで

行い、各v¥融ごとに Aの近{以解を;:}<めた。

dムニ dls +d2.6. 

第7-5困.花序軸の分岐と直径指数 Aの定義

2. 結果および考察

計算結果を第7-1表に示した。直径指数 Aは、 カランコエで約3、 シュクコンカス

ミソウで約 2.8とtit定された。シュクコシカスミソウの l改升岐で2.3というやや低

い値が得られたが、花序車IJが正門でないことによる叶算誤差であると考えられる。

ムは、気管支で約 2.5、血管で約 2.7と報告されている (83)。枝分かれしながら尭i呈

するものとして、 ~t序も拡l たような{直になるのではないかと考えられる。

各改散でほぼ同む値が得られたことから、岐散 ~E 序の花序南h は各政散ごとに相{以

形になっており、分肢とともに一定の規則性で細'¥なっていくととが示された。 し

たがってモデルは期化武で、 d n'" d 1【n+ 1) s 十 d2 (ド l) '"と表す己とができるo

直話指数ムは dl'* d 2の場合も成立するので、花序軸が;l!:対称に分岐するケースも

-
口
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モデルとして含むことができる。

花序軸の断面積〈直笹)が花序知連の制限因子となっている可能性がある。 この

モデル!とおいて、 d b~d uというこつの花序制l直径を想定することにより、高改 lに

おいて小花のアボーシ目ンが起こり、花序の尭述が停止することが説明できる。す

なわち、 n次分岐の花序軸が db より太い場合 (dn~db) は包誕臨芽が三っとも括

連して肢l散型分岐となり、花序軸が dbより制¥d uより太い場合(d b > d' n ~ d u ) 

は片方の服芽がアボートして互散型分肢となり、最終的に花序軸が duより却lくなる

(du>dn) と包諜服芽(;):，両方ともアボートして花 j亨艶謹は完全に惇止すると考え

られる。太い韮 lこ着生した太い花序車I1 をもっ花序ほど艶埠改散が高し小~~蝕が多

くなるが、 この関係は、第 7-ß図に示したように茎径民生長点の大きさは花序 ~qh 基部

の直笹となり、相j項 d1が大きければ db~ d uの太さになるまでの分岐回触が多〈な

るということで盟解できる。なお、 1 0花程度開花したカランコエ花序で組罪した

ところ、 d b は約1.21日m¥ d u は約 l酬と推定された。小花の大きさの可変性が小さい

カランコエでは、 この・ようなモデルでその尭述がおおむね説明できると思われた(

第7-7図〉。 しかし、相対生長 (nJJometr:Y)により小花の大きさが変わりやすいベ

ゴニア・ルツェルナではモデ Jレの適合度はやや低くなると考えられた。

第7'-1表. カランコエとシ ι クロンカスミソウの直径指蝕ムの計算結果

分 岐 調査個体数 直径指数C.6.Jz 

n
u
n
u
n
U
 

円

0
9
0
q
u

次
次
次

ー
よ
り
山

Q
U

エコン】ブカ 3.0士0.05(22)

3.1土0.07(16)

2.日土0.07(25)
--・..................._........~~~-町戸ーー回目ー----_....持日『】- --い四......................................_.... ......'.................... .. 

次
次
次

t
i
oム

ou

ウソ、、¥スカ 2.3土0.08(26)
2.8土0.08(28)

2.8土0.09(l'9)

z : .1.00豆ム壬3.50のムの平均値、括狙内はその個体数

n
u
n
U
7
'
 

n
o
n
o
り
白
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生長点の大きさ 1J:m亨取b基調1の直径

fg 1"1 dl(初項)

dno =dlCn+IlO +d2Cn+l】A

dn>db (岐自立型分岐 一一)

db>dn>du (互散型分岐一一)

第7-6図 .花 序制lの直径をパラメ ータとした岐散花序の発 述 モデル

却i7-7図.花序 勲hの[直径 lとよりその発述程度 が奥ーなるカランコエの花 序
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第 3郎 :jH序のフラクタル次元

樹木あるいは河川などのように、枝分かれ lしながら発出してい〈もののかたちは、

一見拙維で再現性がないようにみえる。 しかし近年、 Mandelbrot(40)により剖拍さ

れたフラクタル改元iとより定量すると、 これらはかたちの担雑さとして一定の値を

もち、規則的なパタ}ンで弗述していくことが示される。次元を ~l: 整散にまで拡張

したフラクタル次元は、円の半笹のように特徴的なスケールをもたない、 自然界の

視雑なかたちの定量に有用である (6・3)。本師では、 ジュクコンカスミソウ花序のか

たちをフラクタル I次元 iとより定置した。

1.材料および方法

フラクタル次元の求め方!とはいくつかある (41)が、 己こでは Morseらの方法 (45)に

したがってシ品クコンカスミソウ花序のフラクタル次元を求めた。 5月上旬から下

旬にかけて自然開花した槙準的な花序を写した写真を全紙サイズで焼き、その上に

2岡田、 3剛、 4皿目、 8田園、 8出回、 12m皿、 16回目、 24皿皿のメッシュをのせ、 花J芋の一部が含ま

れたメッシ ι の触をかぞえた(第7-8図)。一辺当りのメッシュ散と花序が含まれた

メッシ且の個蝕を両対拙のグラブ I<!プロットするとフラクタル次元が得られる。

却7-8図.粗祖化の度合を変える方法によるフラクタル改元の 31<め万
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結果および考察2. 

8 岡町 ~2~岡田の低倍串のメッシュでは2.岡田~，6inll の高倍率のメッシ且では約1.45次元、

シュクコシ力スミソウの花序は統計的フラクタ約1'.68&元の植を得た(第7-9図)0 

高倍率の値からおよそ1.5のフラクタル次元をもっといえる。ルであり、

平均すると木の枝の次元は約1.2から約1.7の植をとり、Morseら(45)の報告では、

川はその次元が傾また、樹木のフラクタル次元は約1.5になるととが示吉れている。

急な傾斜で約1.5になることが報告されゆるやかな傾斜で約1.2、制により密Iわり、

{以たシュクコンカスミソウの花序も同じように枝分かれするものとして、ている。

第 7-10図は約1.5次元のフラクタル図ような値をもつことが本実験 iとより示された。

シュクコンカスミソウや木の枝 lζ{以ている己とがわかかたちとして、j~ であるが、

揺特有の乱:jE障は、シュクコンカスミソウの草毘は栽培条件 lこより変わるが、るo

結果すなわち橿の理想的な空間密度となるように琵避し、(エントロピー〉、雑さ

的lこフラクタル次元約し5の値の視雑さになるのではないかと考えられる。

.高倍率0=1.45ー

1間|ド
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nu 
nu 
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唱
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鮪 7-]0図.約1.5改元のフラクタル図形
(高安 (62)のプログラムにより作成〉
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第 4節型 的

肢散花序は、それぞれ規則的な岐散型分岐を鵠り返しながら措述するにもかかわ

らず、最I終的な，;m序の構成は掴によりかなり異なる。本章では、岐散花序の尭述を

規則性、特異性、可変性 lこ着目してモデルイじすることにより、匝 lこより花序の柿成

が異なる理由を考察した。

斑述モデルは、岐散花序の規則性 1;::着目して、花序刺lの直径をパラメータとした

崩化式 C dnA ::::: dl (n+l)A 十 d2(n+lIA
) で表した。花序軸の太さに Iより花序の罰

連政敵、小花散が買わるというこのモデルにおいて、躍のす~l主特性(同化産物の ~E

1 序への分配畳、性表現、花障の着生方向、花序副lの分岐角度、小花の大きさの可変

性)を考即すれば、極 lとより花序の構成が異なる理由を説明できるのではないかと

考えられる。
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損害 8 茸 E 車窓:t舌

一般に花として銅賞するものの多〈が花序である。小11Iの集合体である花序は、

小花散が=!p¥てポリュ』ム臨のあるものが高品質の花として好まれる。 しかし花序

に閲する研究はきわめて少なく、どのような要因!とよって花序の小花数が決定され

るのかは明らかでない。そこで本研究は、岐散花序について、高品質の花序を生産

するための基礎資料を得る目的で行った。材料 lとは園芸盟として需要の多い、ベゴ

ニア類、ポインセチア、 カランコエ、シ品クコンカスミソウを用い、それら Jの花序

の相成と艶連を調査L， tと。

以下!と実験結果の概要と今後の研究課題をまとめた。

し研究の方法輪

花 I序構成の盟問差異と環境変異を数量的に解析するため、本研究では花序の形質

調査に以下のこつの方法輸を適用した。

1 )花序の梢皆と階周性に着目する

岐散花序の構 造 は 再 帰 的 パ タ ー ン の 繰り返じになっている。そこで供試材料ιlと応

じて、単位花序 (unit)・、モジ旦ール(阻odule)、 フィトマー (ph~ton'er )を花序

の梢皆上の階聞とじて想定し、調査を行った。 このように花序に階居性を認めるこ

とにより、組合花序のカランコエや i控散花序の集合体であるシュクコシカスミソウ

の花~梢成の解析が容易になった。 :m 序の階周分けは他め花序型の研究においても

有用と考えられる。

2 )花障措述の規則性と盟の特異性並びに可変性に着目する

開花時の完成した花序構成は盟あるいは環境条件により大き〈異なる。 lその主要

な要 因 は 分 化 じた小花原基が知連述中になんらかの原因でアポ}卜する l己と!とある。

花j亨の梢成は小花のアポーシロンが起こる次散と剖位!とよりさまざまに変化すると

いえる。 しかし小花原基(茜諜臨芽)の分化は、 それぞれの分岐改散においで非常

に規則的に起とl っている。そこで本研究では、岐散:(t序の発達は本l来規則的 lであり、

花序相i成 lと差異が生じるのは橿のm践的特性や茸i境に対応した形態的可変性が尭連

過l程 lで特徴的に現われるためであるI と考えた。{4~試材料のベゴニア・センバフロー

レシス、ベゴニア・.)レツェルナ、 ポ・インセチア、 カランコエ、 シ ι クコンカスミソ
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ウはそれぞれ花序の形状と相成が著しく異なるが、花序尭述の規則性、特異性、可

変性 lと着目することにより、橿の類似点と相壇点あるいは環境E異の程度を明確に

することができた。

2. 花原発述の規filJ性

Shinozakiら(59)のpipemodel theoryで説明可能な規則的な間部が花序!とおいて

も昭められた。すなわち、知連した小花の最高次散、総小花拙、花序の新鮮置は、

花席軸の直笹と相同関係 lとあった。 カランコエやシ ι タコンカスミソウのように、

花障が重力 iζ 抗 Lてょに向いて知連するものでは特!と高い相関保散が得られた。 こ

れは、花序軸が花序の先述過程において支持組織および国噂組陥として重要な役割i

を果たしているためと考えられた。

また小花のアボーシ日ンには、その原基の分イじ位固と密接な関係があることが形

路樹謀 iとより明らかとなった。 岐散花序ではn次の小花原基が分イじすると、二つある

H改直誕の臨芽が n+l次の小花原基となって先述するが、知連途中のアボージ田ンは

n-3lJ¥の小花原基と反罰する側にある原基において規則的に起己った。その結果、花

陪は高択において互散型の分岐により指述した。

小花のアポーシ H ンについては、摘誕処理、蹴光処理、花序の部分的切除処理を

行った結果、同化産物の小花開あるいは花序と栄控器官との競合が主な原因である

と考えられた。

3. 花序の先述過程における臨の特異性と可変性

花序のm略的特性並び!と可密性は、その極が長い逃佑の過程で環境 lと酒応した結

果独得したもので、花序の場合は特 lこ極保存のための酒応結果であると考えられる。

非常 lζ 単純な知連パターンである岐散型分岐に植の特異性と可変性が働き、最終的

な花ffi榊成 lま多種多様となる。

花序のキャメゼーの形状は花序刺l の長さと分岐角度 lとより決定古れるが、 :t~ 序の

柿成 lとは花序車1I1の分岐角度が特に重要な投書IJを果してい Iると考えられた。花l手取hが

肢散型分般により二分岐する際、分岐角度が元の取I11こ対して同じになる場合はそれ

ぞれの花序南I1は同じ太さになった。元の市IIJに対して #1:対称の場合は、分岐拘の大き

い方に比べ分岐角の小さい方が花月t中drは太くなった。上述したように、花 J序取I1の太
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さはその軸の先に着く小花散と相聞があることから、:r~序軸の分 l民角度により :æ 序

軸の太さが変わり、その明I1上1;:.着く小花拙が変わる。花序は限られた空間内 iと多数

の小花を効率よく阻列するため、 ι 花序刺lの長さと分岐角度を調印し、担独特のJキャ

ノピ}を形成すると考えられた。

1花序当たりの小花散は、極 lとよりだいたい訣まっているが、栽培聞境によって

もかなり変動した。小花散の制御は、小花の大きさの制御とともに、理 lこより非常

に特融的であった。岐散花序では岐散型分岐により小花散が改散とともに幾何級散

的lと増えるため、高次においては小花聞に同柏産物の競合が起こるo 小花の構築 lζ

必要な同拍車物が不足する状田下で、小花の大きさの可変性の小さいカラ νコエは

小花を着生するかアボートさせるかの二者択一的な週択 lとより小花散を制御し、小

花の大きさの可変性の大きいベゴニア・ルツェルナは小さな小花を着生し、規則的

な岐散型分岐を続けた。 1~ J事の構成をある橿は小花拙で制御し、ある躍は小花の大

きさで制御すると考えられた。

花序の構成に影響するそのほかの生育特性と Lては、 l株当たりの花序散、花序

の由連適度、光周性、性表現が考えられた。四季咲き性で栄華生長と生殖生長が同

時に並行して進むベゴニア・センパフローレ νス、ベゴニア・ルツェルナでは怯の

大きさ、側枝一散、花序散など、植物体内の同化産物の分配車に膨掛するI 要因カ{'花序

の梢成!と由t<臨轄した。特 lこ、花j苧の知連が速いベゴニア・センパフロー νンスで

は、 ジンク間での同イじ産物の競合の t~ 嬰が現れやすいと考えられた。質的短日植物

のカランコエ、ポインセチアは茎の頂部 lと花月1を形成するため、短日開始時の株のl

生民韓民、特に韮の太さが花序梢成に昨朝ーした。 ポインセテ Tでは花序艶連中の日

長も拙く l露出した。雌雄同枕のベゴニア類では、花開の梢成は同化産物と性表現の

二つの要因 iとより決定されると考えられた。

4. 花序先週のモデル化

岐散花序の尭述のl モデ Jレ化は、 l出i出花序の尭述を苅l納的 lこ拍じるうえでE喪であ

る占 モデル刊によって、岐散花l序としての日指述の規則性をl1li出する IL:.とにより、租

の矧{目点と相i量点がいっそう盟問しやすくなると思われる。 また、 コンビュータに

よるシミュレージ冒ンなど思考実験にも役立つ。

岐1出花 l序はI非常に規則山的な岐1世型分肢をlすること、 I および小花拙が寸E序昨!l1の直笹
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lと比倒する乙とから、モデルは分岐次数ごとに花序軸が一定の散!JI}関係で却lくなっ

ていくもlのとして考えた。花序の相対生長は非常に拙雑な現象であるが、 フラクタl

Jレ蹄何学における直笹指数をモデル lこ取り入れることで説明が可能であると考えたb

モデルは踊也式で、 dnA dl!n+l)A +dlHn+l)d と表わすことができた Cd:花

序軸の直程、 A:直径指数)。小花の大きさの可変性が小さいカランコエでは、 A

土寺 8の時このモデルでその艶述が説明できると考えられる p

5. 花序艶速の人為的制御

花序先週の人為的制御は、温度。日長などの環境による制御と植物生長調節物質

によるケミカルコントロ-)レに大き〈分けられる。

環境調節としては、ポインセチア!と対する再電照とベゴニア@センパフローレン

スに対する高祖処理が花序梢成を変える処理として考えられた。ただし環境制削は

処理装世が大がかりになることから、実際栽培に応用するには問題があるo

ケミカルコントロールではベンジルアデニン(B A)の誕面散布が有効であった。

ベゴニプ。ルツェ Jレナでは、 BA 散布 iとより花序踊11の 2分岐が 3分肢となることが

あり、花序羽IJの分岐本散と総花散が増えた。ポインセチアでも、短日開始 10日後

に BA を散布すると、花序 ~illl の分岐本散と杯状花序触が増えた。 また個々の器官が

巨大イじする傾向があり、花序曲hが太し杯状花序が大きくなった。 シュクコンカス

ミソウでは、上位簡をのぞいて側枝は l聞に 1本ずつしか先生 bないが、 :{E非分担

前iとBAを散布することにより、本来なら発生しない側技が先述し、切花当たりの

ユニットと小花拙が増えた。いずれも開花時には BA散布の直接的な悪影響は技ら

ず、 :m序のボリュームが増大した。 BAは安価であり、かっ、生理活性が強く低蹴

度で効果があるので、実際栽培への応用が考えられる o

s. 今哉の研究問題

本研究では、小花のアボーシ訂ンを肢i由花序の品質を決める非常にE喪な現卑と

とらえ、なぜ、いつ、どのようにして小花がアボートするのかを明らかにした。ま

た、同じ航i世花j亨でありながら、最終的に花停の柿戚が異なる埋由を花序の知連を

経時的!と嗣査する己とにより考察した。すなわち木研究は形態間諜を中心!こ行われ

たが、花序の問題はさらに多角的に研究されるべきであると考えられる。本研買を
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まとめるにあたって、今後の花序の研究課題として取り上げるべき問題が二つある

ことを指摘しておきたい。

まず生理的な研究として、同化産物の花序への分配措相を放射性同位元索、安定

同位元藷を用いて明らかにする必要がある。小花のアボージ冒ンが同化産物の競合

によるということがより明確に示されると考えられる。また花序は迎道組織である

花序軸とシンクである小花から構成されていることから、同化産物の転疏のメカニ

ズムを研究する上での好適な材料になると考える。

さらに花序の分類についても、とれまでの研究には不備な点がある。完全に即花

した花序の形態を静的に観察して行われたこれまでの分類を、花 j亨尭逆lを動的 1;:観

察することにより、もう一度整理し直す必要があると考える。例えば、 w散花序は

肢散花序、五散花序、過散花序 lと分ける己とができるが、互散花序、治散花序は肱

散花序の小花が規則的 lζ アボートしたものとも考えられる。すでに互散花庫、巻散

花序 lζ 分類されている花序であっても、あらためて小花原基の分イ包括述する過程を

澗べると、岐散花序がj闘って分頼されたものであることが明らかになるものもある

のではないかと思われる。小花の分化発遇措相か 1 らもう一度花序型の整理を行う必

要があると考えられるo
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